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した。

本書に掲載されているQRコードからは，インターネットを通じて関連する情報にアクセスすることができます。
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第2章 歴史資料と原始・古代の展望

邪馬台国はどんな国だったのだろうか？� �
―「魏志倭人伝」からみた邪馬台国

　邪馬台国は，３世紀末に中国で編まれた歴史書
『三

さん
国
ごく
志
し
』のうち，いわゆる「魏

ぎ
志
し
倭
わ
人
じん
伝
でん
」に登場す

る。この史料は，①倭
わ
の諸国とそこへの道のり，②

倭の風
ふう
俗
ぞく
・社会・政治，③倭と魏

ぎ
の外交について記す。

　①から導かれる邪馬台国の所在地については，図
１の解釈をもとに，近

きん
畿
き
地方（畿

き
内
ない
）とする説と，

九州地方とする説を中心に，活発な論争が展開され
ている。この論争の行

ゆく
方
え
により，その後のヤマト政

権の評価も大きくかわるだけに，目が離せない。
　しかし，古代国家の形成を考えるうえでは，②が

より重要である。史料１からは，当時の倭国のよう
すや，邪馬台国の女王卑

ひ
弥
み
呼
こ
がどのような政治をお

こなっていたのかを知ることができる。

・�倭国や邪馬台国のようすについて，史料 1からわかる
ことをあげてみよう。

・�邪馬台国は中国の魏とどのような関係にあったのだろ
うか。史料2から考えてみよう。

考古資料からは� �
どんな古代国家の姿が見えるだろうか？

　一方，「魏志倭人伝」は，魏の立場で編
へん
纂
さん
された

史料であるため，一定の限界もある。そこで，考古
資料が注目される。史料２に，倭の女王（卑弥呼）

（→ p.21）

第 1編　原始・古代の日本と東アジア18

租
税
を
収
納
す
る
た
め
に
、
倉
庫
が
あ
る
。
国
々
に

は
市
が
あ
り
、
そ
こ
で
取
引
が
な
さ
れ
、
大
倭
に
こ

れ
を
監
督
さ
せ
て
い
る
。
女
王
国
（
邪
馬
台
国
）
よ

り
北
に
は
、
特
別
に
一
人
の
大だ
い

率そ
つ

を
置
き
、
諸
国
を

検
察
さ
せ
て
お
り
、
諸
国
は
恐
れ
憚は
ば
か

っ
て
い
る
。（
大

率
は
）
常
に
伊い

都と

国こ
く
を
治
所
と
し
て
お
り
、
倭
国
の

中
で
（
魏
王
朝
の
）
刺し

史し

の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し

て
い
る
。
…
下げ

戸こ

が
大た

い

人じ
ん

と
道
路
で
会
え
ば
、（
下

戸
は
）
後
ず
さ
り
し
て
草
む
ら
に
入
る
。
言
葉
を
伝

え
説
明
す
る
際
に
は
、
う
ず
く
ま
っ
た
り
、
ひ
ざ
ま

ず
い
た
り
し
て
、
両
手
は
地
面
に
つ
い
て
、
恭き
ょ
う

順じ
ゅ
ん

の

意
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
…
（
卑
弥
呼
の
）
居
所
で

あ
る
宮
室
は
、
楼ろ
う

観か
ん

（
物
見
や
ぐ
ら
）
や
城
柵
を
厳お

ご
そ

か
に
設
け
て
お
り
、
常
に
人
々
が
い
て
武
器
を
も
っ

て
守
衛
し
て
い
る
。…
卑
弥
呼
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、

大
き
な
冢つ
か

を
つ
く
っ
た
。
そ
の
径け

い
は
百
余
歩
（
約
一

四
〇
メ
ー
ト
ル
）あ
っ
た
。供
と
し
て
葬ほ
う
む

ら
れ
た
者
は
、

奴ぬ

婢ひ

百
人
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。（
口
語
訳
）

１
「
魏
志
倭
人
伝
」（
１
）

史
料

　第1章では，黎
れい
明
めい
期の日本列島のようすについて学んだ。この学習を通じて感じ

た疑問を整理しよう。クラスでも話し合ったり発表したりしながらまとめ，原始・
古代について知りたいこと，学びたいことを問いのかたちに表現してみよう。

　第1章で学んだ歴史は，石器・土器・木器・金属器・骨
こっ
角
かく
器
き
・人骨などの遺

い
物
ぶつ
や，

住居・墓・貝
かい
塚
づか
・水田・灌

かん
漑
がい
施設などの遺

い
構
こう
といった考

こう
古
こ
資料にもとづいている。

一方，第３章以下で取りあげる時代の歴史は，文献などの文字資料・絵画資料など
からも追究することができる。ここでは邪

や
馬
ま
台
たい
国
こく
を素材として，古代国家の成立過

程について，考古資料と文字資料を用いながら考えてみよう。

第1章の学習をもとに
原始・古代について
知りたいことをあげてみよう

問いをもとに
資料を読み取って
仮説を立ててみよう

古代の社会にはどんな仕組みがあって，どのようにつくられたのだろう？　　 中国大陸や朝鮮半島の人々とはど
んな交流があったのだろう？　　 こののち，日本列島にはどんな国ができるのだろう？　　 新しくできた国に，
人々はすんなりと従ったのだろうか？

日本列島において，どのようにして国家が形成され，展開していったのか問いの例

１�邪馬台国までの道のり　「魏志倭人伝」にもとづ
き，朝鮮半島の帯方郡から邪馬台国までの距離と方角
をあらわしたもの。

（朝鮮） 九州説（伊都国までは左の図に同じ）
水行  7000余里 東100里

（朝鮮）
1000余里 水行20日　 南 100里

東南
1000余里 水行10日・陸行1月　 南

（壱岐）
1000余里

（松浦）

東南500里
東南100里

東100里

水行20日　 南

水行10日・陸行1月　 南
1万2000余里

邪馬台国

邪馬台国

伊都国

投馬国 奴国

不弥国

帯方郡
たいほうぐん

狗邪韓国
く   や  かんこく

対馬国
つしま

一支国
い　き

伊都国
い　と

奴国
な

不弥国
ふ　や

投馬国
とう ま

末盧国
まつ ろ



618 年に隋
ずい
が滅び，628 年に唐

とう
が中国大陸を再

統一すると，唐は次々と周辺諸国を侵
しん
略
りゃく
していっ

た。朝鮮半島の高
こう
句
く
麗
り
・百

くだら
済・新

しらぎ
羅では危機感が強まり，640 年代に

政治権力の集中化をめざして政変があいついだ。

　これは倭
わ
国
こく
にも波及し，643 年に山

やま
背
しろの
大
おお
兄
えの
王
おう
（厩

うまや
戸
との
皇
おう
子
じ
の子）が蘇

そ
我
がの

入
いる

鹿
か
らに滅ぼされ，645 年には入鹿とその父蝦

え み し
夷も中

なかの
大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ
・中
なか

臣
とみの
（の

ち藤
ふじ
原
わらの
）鎌

かま
足
たり
らに倒された（乙

いっ
巳
し

の変）。皇
こう
極
ぎょく
天皇は譲

じょう
位
い
し，弟の孝

こう
徳
とく

天皇が即位して新政権が発
ほっ
足
そく
すると，大

たい
化
か
の年号を定め，都を飛

あすか
鳥から

難
なに
波
わ
に移した。翌 646 年正月，「改

かい
新
しん

の 詔
みことのり
」を発して，部

べ
民
みん
や屯

みやけ
倉な

どを廃止し，公地公民をめざす施政方針を示した。その後，冠
かん
位
い
制の 2

度の改定を通じて，官人をよりきめ細かく把
は
握
あく
するとともに，巨大な難

波長
な が ら

柄豊
とよ

碕
さきの

宮
みや
の造営をおこなった。これら孝徳朝の一連の政治改革を大

たい

化
かの

改
かい

新
しん
とよぶ。

孝徳の死後，都は飛鳥にもどり，皇極が斉
さい
明
めい
天皇

として再即位（重
ちょう
祚
そ
）した。斉明は飛鳥を大整備

する一方，阿
あ
倍
べの
比
ひ
羅
ら
夫
ふ
を東北地方に派遣して支配地の拡大をめざした。

　660 年，百済が唐・新羅の攻撃をうけて滅亡すると，百済の復
ふっ
興
こう
を

めざす鬼
き
室
しつ
福
ふく
信
しん
らの要

よう
請
せい
をうけて，斉明は朝鮮半島へ救援軍を送ること

を決意した。遠征先の九州で斉明は死去するが，中大兄皇子の主導で救

援軍が派遣され，663 年に白
はく

村
すきの

江
え

の戦いで大敗した。唐・新羅軍の侵
しん

攻
こう
に備えて，西日本各地の防備を固め，667

年にはより内陸の近
おうみの

江大
おお

津
つの

宮
みや
に都が移された。

大化改新

？～643 ？～645

？～645 626～671 614～669

在642～645 在645～654
1

**

百済救援戦争 在655～661

？～？

2

？～663

はくそんこう
3

1中大兄皇子は皇太子，阿
あ

倍
べの
内
うちの
麻
ま
呂
ろ
は左大臣，蘇我倉

くらの

山
やま
田
だの
石
いし
川
かわの
麻
ま
呂
ろ
は右大臣，中

臣鎌足は内
うちつ
臣
おみ
となり，唐か

ら帰った旻
みん
と高

たか
向
むこの
玄
くろ
理
まろ
は政

治顧
こ
問
もん
の国

くに
博
はかせ
士となった。

2すでに孝徳朝に，日本海
側の拠点として，渟

ぬ
足
たりの
柵
さく
・

磐
いわ
舟
ふね
柵（→p.38）がおかれ

ていた。なお，阿倍比羅夫の
派遣は，緊

きん
迫
ぱく
する東アジア情

勢のなか，日本海経由で高句
麗との連絡ルートを確保する
ねらいもあったとされる。

律令国家はどのように形成されたのか8

5

10

15

20
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其
の
一
に
曰い

わ

く
、
昔む

か
し在

の
天
皇
等
の
立
て
た
ま
へ
る
子こ

代し
ろ

の
民
、

処
々
の
屯み
や
け倉

、
及
び
別こ

と

に
は
臣お

み
・
連む

ら
じ

・
伴と

も
の

造み
や
つ
こ

・
国く

に
の

造み
や
つ
こ

・
村む

ら
の

首お
び
と

の
所た

も
て有

る
所
の
部か

き
べ曲

の
民
、
処
々
の
田た

荘ど
こ
ろ

を
罷や

め
よ
。

其
の
二
に
曰
く
、
初
め
て
京み
さ
と師

を
修
め
、
畿
内
・
国
司
・
郡
司
・

関せ
き

塞そ
こ
・
斥う

か
み候
・
防さ

き

人も
り
・
駅は

ゆ

馬ま

・
伝つ

た
わ
り

馬う
ま

を
置
き
、
及
び
鈴す

ず

契し
る
し

を

造
り
、
山
河
を
定
め
よ
。

其
の
三
に
曰
く
、
初
め
て
戸こ

籍せ
き
・
計け

い
帳ち

ょ
う

・
班は

ん
田で

ん
収し

ゅ
う

授じ
ゅ
の
法
を
造
れ
。

其
の
四
に
曰
く
、
旧も
と
の
賦ふ

役え
き
を
罷
め
て
、
田
の
調み

つ
き

を
行
へ
。

�
（
原
漢
文
）

口
語
訳

一
、
昔
か
ら
天
皇
が
設
置
さ
れ
た
子
代
の
民
や
各
地
の
屯
倉
（
皇

室
の
私
有
民
・
私
有
地
）、
こ
と
に
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
・

村
首
ら
諸
豪
族
の
も
っ
て
い
る
部
曲
や
各
地
の
田
荘
（
豪
族
の

私
有
民
・
私
有
地
）
は
廃
止
せ
よ
。

二
、
は
じ
め
て
都
の
制
を
つ
く
り
、
畿
内
・
国
司
・
郡
司
や
関
所
・

斥
候
（
北
辺
守
備
の
人
）・
防
人
（
西
海
防
備
の
人
）・
駅
馬
・

伝
馬
を
お
き
、
駅
鈴
や
関
所
の
木も
っ

契け
い

を
造
り
、
山
河
に
よ
っ
て

区
画
を
定
め
よ
。

三
、
は
じ
め
て
戸
籍
・
計
帳
・
班
田
収
授
の
法
を
つ
く
れ
。

四
、
今
ま
で
の
力
役
の
税
制
を
や
め
て
、
田
に
か
け
る
調
の
税
制

を
施
行
せ
よ
。

改
新
の
詔
（『
日
本
書
紀
』）

史
料

１ 皇室系図（1）　大友皇子は，明治時
代に「弘文天皇」とされた。

は
女
帝

太
字
は
天
皇
、
数
字
は
こ
の
表
に
お
け
る
即
位
順

じ
ょ
め
い

1

4

茅
渟
王
3

孝
徳
あ
り
　ま
有
間
皇
子

2

（
斉
明
）

皇
極

7
天
武

た
け
ち

高
市
皇
子

お
お
　つ
大
津
皇
子

く
さ
か
べ

草
壁
皇
子

と
ね
り
舎
人
皇
子

お
さ
か
べ

刑
部
親
王

じ
ゅ
ん
に
ん

し
ょ
う
と
く

14
長
屋
王

淳
仁

も
ん
　む

し
ょ
う 

む

げ
ん
し
ょ
う

11

12

9
文
武
元
正

聖
武

1315 孝
謙

（
称
徳
）

げ
ん
め
い

10
元
明

5天
智
8
持
統

か
ん 

む

こ
う
に
ん

こ
う
け
ん

し
　き

16

17

施
基
皇
子

光
仁

桓
武

こ
う
ぶ
ん

6

大
友
皇
子
（
弘
文
）

ち
　ぬ

舒
明

（→p.32）

*「改新の詔」の信
しん

憑
ぴょう

性
　『日本書

しょ
紀
き
』掲載の「改新の

詔」は，大
たい
宝
ほう
令
りょう
（→p.30）の知

識で書き直された部分があ
る。例えば，「国−郡−里」制
がめざされているが，木

もっ
簡
かん
に

よれば，「国−評−五十戸」制
と考えられる。改変をどの程
度とみるのか，大化改新の評
価とかかわって議論がある。

２ 難波長柄豊碕宮の復元図　
（大阪市教育委員会提供）



中大兄は，668 年に７年間の称
しょう
制
せい
をへて即位し

（天
てん

智
じ

天皇），670 年には全国を対象とした初の戸
こ

籍
せき
（庚

こう
午
ご

年
ねん

籍
じゃく
）をつくり，律令の制定をめざした。

668 年に高句麗が滅びると，唐との関係が悪化

した新羅は，倭国に急速に歩み寄ってきた。

　こうしたなか，672 年，天智天皇の弟である大
おお

海
あ

人
まの

皇
おう

子
じ
と，子であ

る大
おお

友
ともの

皇
おう

子
じ
との間で，皇位継承をめぐる内乱がおきた（壬

じん
申
しん

の乱）。こ
れに勝利した大海人は，飛鳥浄

きよ
御
み

原
はらの

宮
みや
で即位し（天

てん
武
む

天皇），天皇中心
の中央集権国家の建設をめざした。その際，唐と国交が断絶していたこ

ともあり，倭国に頻
ひん
繁
ぱん
に使節を派遣してきた新羅や，百済・高句麗から

の亡
ぼう
命
めい
者の知識をおもに活用した。681 年，律

りつ
令
りょう
・歴史書の編

へん
纂
さん
を開

始し，684 年には八
や

色
くさ

の姓
かばね
を制定して，豪族の身分序列を再編した。

藤
ふじ

原
わら

京
きょう
の建設にも着手し，倭国初

はつ
となる銅銭（富

ふ
本
ほん
銭
せん
）を鋳

ちゅう
造
ぞう
した。

　天武が死去すると，その皇
こう
后
ごう
が称制し，689 年に飛鳥浄

きよ
御
み
原
はら
令
りょう
を施

行した。翌 690 年に即位すると（持
じ

統
とう

天皇），20 年ぶりに戸籍（庚
こう

寅
いん

年
ねん

籍
じゃく
）を作成し，694 年には藤原京へ遷

せん
都
と
した。藤原京は碁

ご
盤
ばん
目
め
状に

区画した条
じょう
坊
ぼう
制を備えた都城で，藤原宮の主要な建物には瓦

かわら
が葺

ふ
かれた。

７世紀後半から８世紀初頭にかけて，大化改新か

ら藤原京の時代までの文化を，白
はく

鳳
ほう

文化とよぶ。
中国の南

なん
北
ぼく
朝
ちょう
時代の文化の影響もなお残されていたが，一方で新たな唐

初期の文化が取り入れられ，力強く清
せい
新
しん
な文化が形成された。大

だい
官
かん

大
だい

寺
じ
・薬

やく
師
し

寺
じ
（本

もと
薬師寺）などの大規模な官

かん
寺
じ
が建設され，中央・地方の

豪族たちの氏
うじ
寺
でら
も多数造営された。仏像彫

ちょう
刻
こく
では興

こう
福
ふく

寺
じ

の仏
ぶっ

頭
とう
，絵画で

は法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

壁画（1949 年焼失），高
たか

松
まつ

塚
づか

古
こ

墳
ふん

壁画，キトラ古墳壁画
が代表的である。和歌や漢詩も盛んにつくられた。

4

称制661～668，在668～671
5 6

壬申の乱と
天武・持統朝

？～686

648～672

在673～686

（→ p.34）

7

8

称制686～689，在690～697

白鳳文化の形成

5

10

15

20

25

3九州に防
さき
人
もり
・烽

とぶ
火
ひ
をおき，

大
だ
宰
ざい
府
ふ
の北側に水

みず
城
き
，西日本

各地に朝鮮式山
やま

城
じろ
を築いた。

4即位前の皇太子や皇后が
天皇の代行をすること。
5氏姓を正す根本台帳とし
て永久保存とされた。
6近

おうみ
江令

りょう
が制定されたよう

であるが，体系的な法典なの
か議論がある。
7 真

ま
人
ひと
・朝

あそん
臣・宿

すく
禰
ね
・忌

いみ

寸
き
・道

みちの
師
し
・臣

おみ
・連

むらじ
・稲

いな
置
ぎ
。

8浄御原律
りつ
は完成しなかっ

たとする説が有力。
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❶「改新の詔」の具体的な内
容を整理してみよう。
❷なぜ何度も遷都がおこなわ
れたのか考えてみよう。
❸１世紀から７世紀までの東
アジア情勢と倭国の国家形成
との関係を考えてみよう。

究しよう探

５ 興福寺の仏頭　蘇我倉山田
石川麻呂の建

こん

立
りゅう

した山
やま

田
だ

寺
でら

の本
ほん

尊
ぞん

。685年に開
かい

眼
げん

供
く

養
よう

がおこな
われた。（奈良県，興福寺蔵）

３ 水城と大
おお

野
の

城
じょう

　水城
は全長1km以上におよ
ぶ。664年築。大野城は
朝鮮式山城で，665年築。
（九州歴史資料館提供）

なぜ山田寺の本尊が興福寺
に残されているのだろうか。

水城・大野城の
立地から何が読
み取れるだろう
か。

４ 藤原京復元図　かつて藤原京は，横
よこ

大
おお

路
じ

・中
なか

ツ道
みち

・下
しも

ツ道・山
やま

田
だ

道で囲ま
れた東西約2.1km，南北約3.2kmの範囲と考えられてきたが，現在は東西10坊，
南北10条の約5.3km四方とする説が有力。藤原宮は京域の中央に位置し，同時
代の新羅の王

おう

京
きょう

（慶
キョン

州
ジュ

）と類似する。近年では，中国南朝の都であった建
けん

康
こう

城（現
在の南

ナン

京
キン

）の影響も指摘されている。

●

紀寺畝傍山 香具山

耳成山

横 大 路

山
田

道

中
ツ
道

下
ツ
道

石舞台古墳

飛鳥宮跡

飛鳥

飛
鳥
寺

橘寺
川原寺

山田寺

藤 原 宮

本薬師寺

大官大寺

天
武
・
持
統
陵
古
墳

高
取
川

　
　
　
　川

　
　鳥
飛

米　川 寺　川

0　　　　  1000m



平城宮木簡第1号

　1961年，厳寒の平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡の発掘現場で，古代のゴ

ミ穴から約 40点の木
もっ
簡
かん
がみつかった。その中の平城

宮木簡第 1号（右下写真）はひときわ目を引いた。

現在，日本では飛
あすか
鳥時代以後の 40万点以上の木簡が

出土しているが，これほどおもしろい木簡にはなかな

かお目にかかれない。

　これは，寺が小
あずき
豆 1斗

と
，醬

ひしお
（醬

しょう
油
ゆ
）1斗 5升，酢

す
，

末
まっ
醬
しょう
（味

み
噌
そ
）を請求するという内容。請求先はみえな

いが，一緒に出土した木簡や，「羹所」（羹
あつもの
はスープ）

と書かれた土器もあわせて考えれば，宮
きゅう
廷
てい
全体の食

しょく
膳
ぜん

を取り扱った大
だい
膳
ぜん
職
しき
と推定できる。

　末尾には 3月 6日という日付があるが，年紀はみ

えない。木簡は紙にくらべて日常性が高く，すぐに用

済みとなることもあって，年紀はしばしば省略された。

幸いなことに，一緒に出土した木簡の中に，天
てん
平
ぴょう
宝
ほう
字
じ

5（761）年が 1 点，同 6 年が 3 点含まれており，

第 1号木簡もそのころのものと推定できる。

　そして注目すべきは，「竹
つく
波
ばの
命
みょう
婦
ぶ
」である。『続

しょく
日
に
本
ほん

紀
ぎ
』という奈良時代の正史には，常

ひたちの
陸国
くに
筑
つく
波
ば
郡出身の

采
うね
女
め
（天皇や皇

こう
后
ごう
などの身の回りの世話をする女

にょ
官
かん
）

である壬
み
生
ぶの
小
お
家
やか
主
ぬし
女
め
が何度か登場する。彼女は称

しょう
徳
とく
天

皇の食膳を担当し，破格の出世もとげており，かなり

のお気に入りであったらしい。

　以上から注目されるのは，孝
こう
謙
けん
上
じょう
皇
こう
（のちの称徳天

皇）が天平宝字 6年 5月 23 日以降，平城宮に隣接

する法
ほっ
華
け
寺
じ
に居住していた，という事実である。この

木簡の「寺」は法華寺とみてまちがいない。

奈良時代政治史の一断面

　なぜ，孝謙上皇は法華寺にいたのか。それは，孝謙

上皇が道
どう
鏡
きょう
を寵

ちょう
愛
あい
するようになり，それを淳

じゅん
仁
にん
天皇が

いさめ，仲たがいしたからであった。さらに，孝謙上

皇は五位以上の貴族を前にして，祭
さい
祀
し
・小事は淳仁天

皇がおこなうが，国家の大事・賞
しょう
罰
ばつ
は自分がおこなう

と宣言した。淳仁天皇を擁
よう
立
りつ
した恵

え
美
みの
押
おし
勝
かつ
（藤
ふじ
原
わらの
仲
なか
麻
ま

呂
ろ
）も徐々に追いこまれ，天平宝字 8年 9月 11 日

に反乱をおこし，同月 18日に敗死してしまう。

　つまり，平城宮木簡第 1号は，天平宝字 7年ない

し同 8年の 3月 6日に，法華寺に居住していた孝謙

上皇が，筑波命婦を介して，平城宮内の大膳職に対し

て，食材・調味料を請求した木簡である，と考えるこ

とができる。『続日本紀』をひもとくことにより，当

時の緊迫した政治情勢のなかで，この木簡が作成され

たようすが浮かびあがってくるわけである。

　恵美押勝の乱の緒
しょ
戦
せん
は，皇権の象徴ともいえる駅

えき
鈴
れい

（駅
えき
馬
ば
の利用証）・内

ない
印
いん
（天皇御

ぎょ
璽
じ
）の掌

しょう
握
あく
をめぐって

争われた。その影響であろうか，奈良時代末の衛
え
府
ふ
関

係の木簡群の中に，午後 9時から午前 5時まで，2

時間交代で兵士が駅鈴を守ったことを記した木簡がみ

つかっている。

　また，恵美押勝の乱では，大がかりな処
しょ
罰
ばつ
がおこな

われたことが知られる。実際，人事をつかさどる式
しき
部
ぶ

省
しょう
の役所跡から出土した木簡の削

けずり
屑
くず
の中にも，仲麻呂

派であることを理由に免職の扱いをうけたことを生々

しく伝えるものがある。

　ごくありふれた日常を記す木簡

であるが，時に政治史の一コマを

垣
かい
間
ま
見
み
せてくれるのである。

（→ p.33）

5
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20
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� 平城宮木簡第1号　少し文字が欠けている
のは，用済みになった際，意図的に割ったこ
とによる。宛

あて

先
さき

を記さないのは，当事者にとっ
て自明であったため。

（
表
）
寺
請
　
小
豆
一
斗
　
醬
一
□

〔
斗
カ
〕五

升
大
床
所

酢
　
末
醬
等

（
裏
）
右
四
種
物
竹
波
命
婦
御
所
　
三
月
六
日

□
〔
従
カ
〕不
弟
申
送
省
判
依
仲
麻
呂
支
儻
除
□

□
□
□

□

（写真はいずれも奈良文化財研究所提供）

� 「仲麻呂支
し

儻
とう

」（仲
麻呂派）の免職を示
す木簡

奈良時代の政治史と木簡奈良時代の政治史と木簡
もっと知りたい

日本史 1
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中世とは，宋
そう
元
げん
時代の中国の経済・文化の影響をうけながら，古

代に生まれた「日本」が列島に根づいていく時代であった。蒙
もう

古
こ
襲
しゅう
来
らい
を例外として本格的な対外戦争のない中世の国家は，「小さな

政府」となり，戸
こ
籍
せき
や土地台帳をつくって人や土地を管理・保護する

ことはなかった。自分の身（権利）は自分で守るという自力救済の風
ふう

潮
ちょう
が広がり，紛争や自然災害が恒

こう
常
じょう
化
か
すると，武士が台頭して国家

の軍事力をになうようになるとともに，祈りのにない手として寺社が

社会的・文化的に大きな役割をはたした。支配者層は公
く
家
げ
（貴族），

寺社勢力や武家（幕府）に分裂し，そのもとで地域社会も成長したが，

それらを統合するのが荘
しょう
園
えん
制というシステムであった。

第２編

中
世
の
日
本
と
世
界



　遼
りょう

の支配下にあった女
じょ

真
しん

族は，12世紀はじめに金
きん

を建国する
と遼を滅ぼし，ついで宋

そう

を攻めた。宋は1127年に長
ちょう

江
こう

流域にの
がれたが（南

なん

宋
そう

），国内では流通・経済が発達し，開発が進んで
各種産業も発展した。唐の衰退後，日本の支配者層は孤立主義を
とり，朝

ちょう

貢
こう

は衰えたが，民間の海上交易が盛んになり，日本でも
平
へい

氏
し

が日
にっ

宋
そう

貿易を推
すい

進
しん

した。

　モンゴル帝国は，14世紀半ばか
ら解体がはじまり，東アジアでは新
たに成立した明

みん

朝
ちょう

が元朝を北へ追い
やった。明朝は朝貢制度をととのえ，
高麗にかわった朝鮮王朝や，琉

りゅう

球
きゅう

王
国，日本の室

むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

将軍などと朝貢・
冊
さく

封
ほう

にもとづく関係を結んだ。また，
インド洋沿岸地域にも使者を派遣し
て朝貢をうながした。一方，朝貢に
よらない貿易を求めた商人の中には
武装して海

かい

賊
ぞく

行為をする者（倭
わ

寇
こう

）
もあらわれ，東アジア諸国はその鎮

ちん

圧
あつ

に苦心した。

　13世紀，モンゴルのチンギス = ハンとそ
の子孫たちは，ユーラシア大陸の広大な地域
を征服して巨大な帝国を築いた。東部ユーラ
シアでは金を滅ぼしたのち，高麗を服属させ，
日本や東南アジアにも侵攻した。帝国は元

げん

朝
ちょう

を含めて大きく四つの国にわかれ，ゆるやか
に結合していた。そのもとで陸と海の交易路
が結ばれ，ユーラシアの交易は空前の活

かっ

況
きょう

を
呈
てい

した。

厳
いつく

島
しま

神社（広島県廿
はつ

日
か

市
いち

市）

金

高麗

日本

南宋
大理

吐蕃

パガン朝

西夏カラ-キタイ
（西遼）

モンゴル
タタール

オングート
ケレイト

ナイマン

ウイグル

燕京
開城 京都

大輪田泊

大宰府

臨安
（杭州）

ラサ

広州

大越

興慶
開封

（　京）

1000km0

河
黄

長
江

平泉

かいほう

りんあん

えんけい
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かいじょう  
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ポーランド

ビザンツ帝国

キプチャク-ハン国

チャガタイ-ハン国
元朝

イル-ハン国

ハンガリー

吐蕃

チャンパー

マジャパヒト王国

陳朝デリー諸王朝

日本高麗

マムルーク朝

モンゴル高原

①1241  ワールシュタットの戦い
②1258  アッバース朝の滅亡
③1274  文永の役，1281　弘安の役
④1287  パガン朝攻撃
⑤1288  モンゴル軍撤退
⑥1293  ジャワ遠征
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アルマリク
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外浜

デリー
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0

モンゴル帝国の領域
モンゴル軍の侵攻

パ
ガ
ン
朝

（1306年成立）
せんしゅう  

じょう と  

だい と

ほうげん

ちん

2000km
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オスマン帝国

ティムール帝国
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日本
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カ
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ア
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15世紀のアジア

13世紀のユーラシア

12世紀の東アジア



第1章 中世への転換と歴史的環境

8 世紀に成立した初期荘
しょう
園
えん
（古代荘園）は，班

はん
田
でん

制度の崩
ほう
壊
かい
とともに，10 世紀には経営が不安定

化したが，一部は荘園領主の政治的立場をもとに，太
だい
政
じょう
官
かん
符
ぷ
・民

みん
部
ぶ
省
しょう
符
ふ

により租
そ
税
ぜい
を免除される不

ふ
輸
ゆ

の権を得て（官
かん

省
しょう

符
ふ

荘
しょう
），さらに国

こく
司
し
が派

遣する検
けん
田
でん
使
し
の立ち入りを拒否できる不

ふ
入
にゅう

の権も獲得した。また，国司
が免

めん
判
ぱん
を発行して租税の免除を認めることもあった（国

こく
免
めんの
荘
しょう
）が，これ

は国司の交代によって収
しゅう
公
こう
されることも多く，荘園領主と国司の間でし

ばしば紛争の原因となった。

　10世紀以降，朝
ちょう
廷
てい
が地方政治や課税の方針を転換したことにともな

い，規模の大きな名
みょう
の経営を請け負って勢力をたくわえた，「大

だい
名
みょうの

田
た

堵
と
」と

もよばれる有力な農民があらわれた。

　11世紀になると，盛んに墾
こん
田
でん
を開発し大規模な農業経営をおこなう，

開
かい

発
ほつ

領
りょう

主
しゅ
とよばれる層があらわれた。開発領主の一部は，国司による収

公をのがれるために，年
ねん
貢
ぐ
の収納や土地の管理などの権

けん
益
えき
をもつ荘

しょう
官
かん

（預
あずかり
所
どころ
・下

げ
司
し
・公

く
文
もん
など）となることを条件に，開発した墾田を権力を

もつ中央の貴族・寺社に寄
き
進
しん
した（寄進地系荘園）。

　開発領主より荘園の寄進をうけた貴族・寺社は領
りょう

家
け
とよばれた。11

古代荘園から
中世荘園へ

（→ p.33）

1

2

3

**

かいはつ

4

 げ　す **

中世社会はどのようにして成立したのか16

5

10

15

1免除された租
そ
税
ぜい
に相当す

るものが，荘園領主の収入と
なった。
2国司が特定の土地の租税
を免除する権限を使って不輸
の権を得た荘園。代々の国司
ごとに認定をうける手続きを
とった。
311世紀に著されたとされ
る『新

しん
猿
さる
楽
がく
記
き
』には，架

か
空
くう
の

人物ではあるが，大名田堵の
実例として田

た
中
なかの
豊
とよ
益
ます
という

人物の農業経営が描かれてい
る。
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３ 紀
き

伊
い

国（和歌山県）桛
かせ

田
だの

荘
しょう

絵図　も
とは崇

す

徳
とく

上
じょう

皇
こう

領の荘園で，保
ほう

元
げん

の乱のの
ちに後

ご

白
しら

河
かわ

天皇（→p.56）に引き継がれ，
蓮
れん

華
げ

王
おう

院
いん

領をへて，1183年には神
じん

護
ご

寺
じ

に
寄進され，翌年に荘園として設立する手
続きがおこなわれた。この絵図は，約40
年後の1223年前後に隣接する荘園との間
で，絵図に描かれている静

しず

川
かわ

の水の利用
をめぐる激しい争論に際して作成された
とされている（異説もある）。絵図中には
牓
ぼう

示
じ

（荘園の境界を示す目印）が黒い点で
示され，その内部に，鎮

ちん

守
じゅ

である八
はち

幡
まん

宮
ぐう

や
水田，家，山がひとまとまりになっている
ことが読み取れる。（京都市，神護寺蔵）

*負名体制
　国司は，律令に定められた
諸税のかわりとなる租税を収
納するために，国内の土地を
名
みょう
に編成し，田堵とよばれる

有力農民に名の経営を認め，
その一方で租税納入の責任を
負わせた。そうした田堵のこ
とを負

ふ
名
みょう
といい，税の納入を

田堵に請け負わせる体制は負
名体制とよばれた。

年
　
貢

名田を単位に課税。
ふつうは米で納め，年貢率は収穫のほぼ
３割〜５割。

公
事 荘園内の特産物・手工業製品を納める。

夫
　
役

領主の佃
つくだ
（直営地）の耕作や年貢・公

事の運搬，館
やかた
の整備や土木工事などの

雑役に人夫として徴発される労働課役。２ 農民の負担

１ 元
がん

興
ごう

寺
じ

領近
おう

江
みの

国
くに

（滋賀
県）愛

え

智
ちの

荘
しょう

の復元図 （『荘園
を読む・歩く』より）　免田（太
政官や国司の認定によって官
物や臨時雑役が免除された
田）がとびとびに存在してい
る。これらの免田の官物や臨
時雑役に相当する額（その一
部の場合も多い）は，公

く

家
げ

や
寺社などの荘園領主の収入と
なる。荘園領主は，律令に規
定された収入に相当するもの
として，太政官や国司によっ
て承認された荘園からの収入
を受け取った。復元図の土地
区画は条

じょう

里
り

地
ち

割
わり

で，6町四方
で区切り，それぞれ1町四方
に細分する。1町四方の区画
はさらに10等分された。こ
れらの水田区画の多くは古代
までさかのぼり，班田収授に
便
べん

宜
ぎ

をあたえる役割をはたし
た。

■ 9世紀の史料にみえる荘田　
■ 荘田所在地
■ 免田所在地

0　　　　　      1km

野々目廃寺
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愛
知
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愛
知
井
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６里
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６里

６里

６里
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五
条

六
条

七
条

八
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九
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十
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十一条

十
二
条

十
三
条

一条
６
町=
約
654
ｍ

１町=約109ｍ

１里
坪

段
丘
崖



世紀後半になると，領家が荘園の権利をより安定させるため，さらに上

級の貴族（権
けん
門
もん
勢
せい
家
か
）や寺社に寄進する場合もあり，その寄進先は本

ほん
家
け

とよばれた。

11 世紀前半までの荘園は，官省符や国司の免判

によって租税を免除された土地（免
めん
田
でん
）の集合体

にすぎず，それらの土地の耕作者は，公
こう
領
りょう
の田堵であった。また，各国

とも公領にくらべて荘園の比率は低かった。

　11世紀後半以降，荘園のあり方は変化し，田
でん
畠
ぱた
だけではなく山野河

川を含む領域型荘園が広く出現し，その荘園内部に新しい村落が形成さ

れるようになる。一方で，国司は墾田の一部を公領（国
こく
衙
が
領
りょう
）に組み入

れ，国内の公領を律
りつ
令
りょう
制のもとでの郡・郷から，開発領主の経営する領

域にもとづき新たに郡・郷・保
ほ
などの単位に再編成して，開発領主たち

を郷
ごう
司
じ
・保

ほう
司
し
に任命して徴

ちょう
税
ぜい
を請

う
け負

お
わせた。この変化のなかで，朝廷

は荘園・公領を問わず，国司による臨時の徴税賦
ふ
課
か
（一

いっ
国
こく
平
へい
均
きん
役
やく
）を確

保しようと荘園整理令を発した。税目も官
かん
物
もつ
・臨時雑

ぞう
役
やく
から年貢・公

く

事
じ
・夫

ぶ
役
やく
といったものにかわっていった。

　こうして，律令制で設定された「国」のもとで，律令制の郡－郷にか

わって，荘園と公領が中世の地域社会の基本単位となった（荘園公領制）。
領域をもつ荘園の間ではしばしば境界紛争が生じ，その解決には武力が

必要とされ，武士が荘園に権益をもったり，荘官となるきっかけとなる

とともに，現地の側でも荘園領主による調停を必要とした。荘園現地に

は中央の有力寺社の末
まつ
寺
じ
末
まっ
社
しゃ
が設置され，地域の中心となった。荘園公

領制は，変質しながら 16世紀の太
たい
閤
こう
検
けん
地
ち
まで続くことになる。

領域型荘園と
寺社の役割

5

（→ p.102）

5

10

15

20

4開発領主には，都からやっ
てきて土着した中下級貴族
（武士など）や僧

そう
侶
りょ
が多い。

5この再編成により，律令
制下での郡と中世の「郡」は
性格が異なるものとなった。
公領といっても，知行国主や
在庁官人の私領化していった。
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❶10世紀以降，地方でおこっ
た開発のうごきを説明してみ
よう。
❷荘園の租税が免除される仕
組みを説明してみよう。
❸荘園の租税を免除したこと
に対して，朝廷はどのような
ことをおこなったか，説明し
てみよう。

究しよう探

*  「寄進地系荘園」「免田型荘園」
「領域型荘園」
　摂関期の荘園も中世の荘園
もどちらも寄進によって成立
しており，この点に着目して
「寄進地系荘園」とよばれて
きた。しかし，近年の研究で
は，両者の現地のあり方が大
きく異なっていることから，
前者を「免

めん
田
でん
型荘園」，後者

を「領域型荘園」と区別する
ことが一般的である。

図1と図3を見比べて，両者にどのよ
うな違いがあるかまとめよう。

上野国新田荘

本
家

領
家

荘
官

（12世紀）

寄進

1157年
寄進

新田荘成立

義重を下司に任命
→義重，新田氏を
名乗る

12世紀はじめに開発（＝開発領主）

荘 民

年貢
納入 管理

金剛心院

藤原忠雅

源 義重

（鳥羽院の御願寺）

（鳥羽院の近臣）

（河内源氏）

こんごうしんいん

と ば いん ご がん じ

ふじわらのただまさ

みなもとのよししげ

４ 荘園の寄進（概念図）　上
こう

野
ずけの

国
くに

（群
馬県）新

にっ

田
たの

荘
しょう

の例。



藤
ふじ
原
わらの
頼
より
通
みち
との外

がい
戚
せき
関係にない後

ご
三
さん

条
じょう

天皇は，摂
せっ
関
かん

家
け
も例外とせずに荘

しょう
園
えん
を整理するなどして，天皇

を中心とする国政改革を進めた。次の白
しら
河
かわ
天皇は，父の後三条が皇太子

に指名した異母弟（実
さね
仁
ひと
）の死去を機として，1

（応徳３）
086 年に幼少の息子に

皇位をゆずり（堀
ほり
河
かわ
天皇），自分の子孫に皇位を継承させるために，院

いん

政
せい
を開始した。摂関政治が天皇との外戚関係にもとづく政治で，そのた

めに外戚によって皇位が左右されることがあったのに対して，院政とは，

上
じょう
皇
こう
（退位した天皇）が天皇との父子（あるいは祖父と孫）関係によっ

て天皇の統治権を掌
しょう
握
あく
しておこなう政治である。院政をおこなう上皇を

「治
ち

天
てん

の君
きみ
」という。

　院政は，実務に長
た
けた下級貴族や受

ず
領
りょう
層などを近臣として権力基

き
盤
ばん
に

取りこんだ。また，北
ほく
面
めん
の武士を設けて御所の警備にあてた。あくまで

国政の中心は太
だい
政
じょう
官
かん
だったが，実際には院

いん
宣
ぜん
や院

いんの
庁
ちょう

下
くだし

文
ぶみ
が重要な命令と

なり，太政官や諸国の受領をうごかした。院政は，自らののぞむ皇子へ

の皇位継承を目的にはじまり，独自の権力基盤を築いた白河上皇以後，

鳥
と
羽
ば
・後

ご
白
しら
河
かわ
の３人の治天の君が政治を左右した約 100 年間を院政時

代とよぶ。
荘園の多くは，「本

ほん
家
け
－領

りょう
家
け
－下

げ
司
し
」という重層

的な支配と荘園からの収入（「職
しき
」）を獲得・配分

する系列にまとまった。12世紀にこのような重層的な土地支配体制が

確立してくると，その頂点となるのは，国政に影響力をもち，受領に命

院政のはじまり 1

在1072～86

1071～85

在1086～1107

（→ p.42）

2

院政1086～1129

院政1129～56 院政1158～79，1181～92

中世荘園の成立 3

1これを延
えん

久
きゅう

の荘園整理令
という。このとき，記

き
録
ろく

荘園
券
けん

契
けい

所
じょ
を設置し，一定の基準

に満たない荘園は，停止して
収
しゅう
公
こう
した。また，藤原氏出

身ではない大
おお
江
えの
匡
まさ
房
ふさ
（1041

～1111）などの有能な実務
官
かん
人
じん
を登用した。

2院政と摂関家とを対立的
にみる見方がかつては主流
だったが，白河上皇は摂関家
とも協調しており，院政時代
には，摂関家は外戚関係とは
関係なく摂関の地位を父子間
で継承する家として確立した。
3下

げ
司
し
職
しき
のように職務と得

分の取得権が一体となったも
のを「職」といったので，こ
の仕組みを「職の体系」とよ
んでいる（→p.51図4）。
4「○○院」という院号を
あたえられた女性で，上皇と
同じ待遇である。藤

ふじ
原
わらの
道
みち
長
なが

の姉で，一
いち
条
じょう
天皇の生母で

あった藤原詮
せん
子
し
（東

ひがし
三
さん
条
じょう
院
いん
，

961～1001）が初例で，院
政期以降，天皇の母や后

こう
妃
ひ
，

皇女に女院号があたえられる
ようになった。

中世の国家はどのように形成されたのか18

5
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20
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院の権力がどのような
位置を占めるかまとめ
てみよう。

２ 南都の僧兵による強訴　南都とは奈
良の興福寺・東大寺，北嶺は比

ひ

叡
えい

山
ざん

の延
暦寺を指した。いずれも当時の世

せ

俗
ぞく

的な
寺社勢力の象徴であった。図は興福寺の
僧兵が朝廷の使者に強訴しているところ。
強訴のとき，このように武装し，袈

け

裟
さ

で
頭と顔を包んで目だけを出した僧兵が，
大
だい

衆
しゅ

（衆
しゅ

徒
と

）の中心として活躍した。
（「天

てん

狗
ぐ

草
ぞう

紙
し

」模本，東京国立博物館蔵）

１ 皇室系図（2）

1後
三
条

実
仁
親
王

2白
河

待
賢
門
院

た
い
け
ん
も
ん
い
ん

重
仁
親
王

し
げ
ひ
と

美
福
門
院

び 

ふ
く
も
ん
い
ん

暲
子
八
条
院

以
仁
王

も
ち
ひ
と

7後
白
河

3堀
河
4鳥

羽

6
近
衛

こ
の 

え

8二
条

に 

じ
ょ
う

9
六
条

ろ
く
じ
ょ
う

10
高
倉

た
か
く
ら

11
安
徳

あ
ん
と
く

12後
鳥
羽

ご  

と  

ば

14
順
徳

じ
ゅ
ん
と
く

13
土
御
門

つ
ち 

み 

か
ど

5崇
徳

す 

と
く

太
字
は
天
皇
、
数
字

は
こ
の
表
に
お
け
る

即
位
順

鳥羽院政

白河院政
1086～1129

後白河
院政

後鳥羽院政

1158～79，
1181～92

（→p.72）
1198～1221

1129～56

（→p.43）

３ 院政構造図　院とは，本来
は上皇などの御所を指すが，転
じて，上皇自身を指す言葉とし
て用いられた。院におかれた家
政機関を院庁とよぶ。

院近臣　院司

寺社領
受領

院庁
寺社
僧兵

院知行国
院領荘園 公領

天皇

院宣

院庁
下文 詔勅・官符など

鎮
圧

国衙

摂政・関白　
公卿会議（陣定）

太政官

朝廷

強
訴
・
祈
禱

院の武力
北面の武士
西面の武士
源氏　平氏

「治天の君」
上皇・法皇



中国大陸における硫黄の需要

　こんにち，化
か
石
せき
燃料の燃焼から発生する硫

い
黄
おう
酸
さん
化
か
物
ぶつ

は，酸
さん
性
せい
雨
う
などの主要原因物質として，地球環境全体

への悪影響が心配されている。しかし，かつては，火

山国である日本列島産の硫黄は 11～ 16世紀の東部

ユーラシア（東アジア・中央アジア東部・東南アジア

を含む地域）の歴史のなかで重要な役割をはたしてき

たことが，近年の研究で注目されている。

　中国大陸では，宋
そう
（960 ～ 1126 北宋，1127 ～

1279 南宋）の建国にもかかわり，遼
りょう
（契

きっ
丹
たん
）や金

きん

（女
じょ
真
しん
），あるいは西北辺の西

せい
夏
か
（タングート）など東

北アジア諸民族の軍事的対立が長く続くことになっ

た。また，宋は軍事的緊張に備えて財源を確保するた

め，海外交易に力を入れ，海商たちの活動を奨
しょう
励
れい
し，

輸入品に課税した。そして戦いを有利に進めるため，

火器を実戦に投入した。この火器に使われた火薬（黒
こく

色
しょく
火薬）は，硝

しょう
石
せき
・木
もく
炭
たん
・硫黄（自然硫黄）の絶妙な

配合が不可欠であり，硝石と木炭は中国大陸でも調達

できたが，硫黄の産地は宋の領域にはなかった。そこ

で，宋は，10世紀末より周辺の火山国である日本列島，

あるいは遠く西アジアや中央アジア，同じく火山国で

あるインドネシアのジャワ島（イジェン山など）から

もたらされる硫黄を，好んで受け入れたのである。

中世日本の硫黄を追って

　では，日本列島はこれにどのような役割をはたした

のだろうか。もっとも有力視されているのは「鬼
き
界
かい
が

嶋
しま
」「貴

き
賀
かい
が嶋」などとも表記される，現在の鹿児島

県鹿児島郡三
み
島
しま
村
むら
の硫

い
黄
おう
島
じま
（薩
さつ
摩
ま
硫黄島）で採掘され

た硫黄が，大
だ
宰
ざい
府
ふ
・博
はか
多
た
を経由し，宋の海商たちによ

って中国大陸へ輸出されていたという説である。

　11 世紀半ばに成立した『新
しん
猿
さる
楽
がく
記
き
』では，「八郎

真人」という商人の商圏は「貴賀が嶋」にもおよび，

彼の扱う商品のうち「本
ほん
朝
ちょう
」（日本）の産物として「硫

黄」があがる。また，『平
へい
家
け
物語』巻 2「有

あり
王
おう
」「僧

そう
都
ず

死去」の段には，「九国の商人」が島に通い，島の山

頂付近で採掘された硫黄を買い取っていた記述があ

る。その通交ルートは主として九州西部から，大宰府・

博多方面にのびていたことが推定されている。11世

紀末には，宋が西夏との戦いを背景に，日本産硫黄を

大量に買いつけたことが明らかになってきた。つまり，

10 世紀末から 13 世紀にかけて，宋の海商たちは，

大宰府・博多に中国産の書籍・医薬品・銅
どう
銭
せん
などをも

たらし，大量の硫黄や木材（造船材・棺
かん
桶
おけ
材・仏寺の

建材）をその帰り荷としたのである。

　日本産硫黄の輸出は，14～ 16 世紀も変容しなが

ら続いた。ユーラシアの広い地域を支配したモンゴル

帝国の統治が続いたため，火器・火薬が世界に広がっ

たうえに，14世紀末には明
みん
から高

こう
麗
らい
・朝鮮王朝に火

薬や火
か
砲
ほう
が伝わったため，朝鮮半島域での需要も増し

ていった。これに対し，九州東部，ことに大分県にあ

る九
く
重
じゅう
連
れん
山
ざん
の硫黄山や伽

が
藍
らん
岳
だけ
を産出地として，大

おお
友
とも
氏

や大
おお
内
うち
氏が統治した博多から対

つしま
馬の宗

そう
氏などの手をへ

て，朝鮮半島に輸出されるルートも確立された。

　一方，増える中国大陸での需
じゅ
要
よう
にこたえたのは，明

と冊
さく
封
ほう
を結んだ琉

りゅう
球
きゅう
王国の硫黄鳥

とり
島
しま
（現在の沖縄県島

しま

尻
じり
郡久

く
米
め
島
じま
町
ちょう
）で産出された硫黄と推定されている。

琉球王国成立以前の三
さん
山
ざん
でも硫黄は冊封を得る朝

ちょう
貢
こう
品

として重視され，多いときには 4隻
せき
の船に 7万斤

きん
（約

42トン）を積
せき
載
さい
したという。このように日本列島は，

硫黄の輸出を通じて東部ユーラシアの歴史の動向と深

いかかわりをもっていたのである。

5
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20
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30

35

� 硫黄の交易ルート（概念図）　15～16世紀，海商たちは中国
大陸と朝鮮半島への輸出でたがいの権益をおかさないよう，一
種の「すみわけ」をおこなっていたと考えられる。

薩摩硫黄島

明州・寧波 博多

豊後府内
鹿瀬荘

坊ノ津

伽藍岳

硫黄山

ムスリム海商らに
よる海上交通路
（ペルシア湾岸～
インド洋～南シナ海）

中国大陸
11～16世紀，黒色
火薬製造のため，硫
黄の需要が高まる

宋×西夏 → 明
火器・火薬を用いた
戦争の継続

門司

九州地方

日宋貿易
宋海商らによる
交易網

日明貿易

硫黄鳥島
琉球王国

15～16世紀

15～16世紀

硫黄の
産地

硫黄の
流通

中央
アジア
方面

西
アジア
方面

ジャワ島

14世紀ごろ火器・
火薬硫黄需要朝鮮半島

硫黄の交易にみる東部ユーラシアと日本列島硫黄の交易にみる東部ユーラシアと日本列島
もっと知りたい

日本史 4
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応
おう
仁
にん
・文

ぶん
明
めい
の乱のころの守

しゅ
護
ご
・守

しゅ
護
ご
代
だい
，それに準

じる領主は，室町幕府の統治機構からの自立をめ

ざし，国や郡など一定の地域に対して独自の支配権を確立しようとした。

その地域に住む国
こく
人
じん
・地

じ
侍
ざむらい
などを中小領主として認めたうえで，彼ら

を家
か
臣
しん
団として編制した。支配下の領地では検

けん
地
ち
をおこない，段

たん
銭
せん
・棟

むな

別
べち
銭
せん
・夫

ぶ
役
やく
などを課した。こうして，土地と民衆を直接支配する「公

こう

儀
ぎ
」＝公権力の地位を得ていった。これらの大

だい
名
みょう
を戦

せん
国
ごく

大名という。
　戦国大名には，守護から成長した者，国人や守護代から実力で守護の

権限を奪った者などがいる。彼らの多くは，数郡から数か国にわたる広

い領域を一元的に分
ぶん
国
こく
（大名領

りょう
国
ごく
）として支配した。分国支配では，明

文化した分国法を定め，その規
き
範
はん
とした者もいた。分国法のおもな内容

には，大名による家臣の統制，家臣どうしの争いの裁
さい
定
てい
，縁

えん
座
ざ
などの連

帯責任制をもとにする民衆支配の原則などがもりこまれた。分国法は在

地の慣
かん
習
しゅう
法を吸収したものも多く，大名の権力が公的な統治をまだ十分

に成熟させていなかった。分国法をもたずに大名の当主による裁定や慣

習法による施策で分国の経営にあたることも多かった。

　また，戦国大名は分国の富
ふ
強
きょう
をはかるために，強い武力を背景に権

けん
門
もん

の権
けん
威
い
を否定した。交通や流通をさまたげてきた関

せき
所
しょ
を廃止し，楽

らく
市
いち

令
れい

などを発
はっ
布
ぷ
して商工業者を城

じょう
下
か
町
まち
に集め，商品流通に課税し財源を確保

することに努めた。

　さらに，治
ち
水
すい
・灌

かん
漑
がい
技術，築城技術，鉱

こう
山
ざん
の採

さい
掘
くつ
技術の飛躍的発展を

うけて，戦国大名は分国支配と戦時への備えの両面からこれらの技術を

重んじた。とくに，石
いわ
見
み
・大

おお
森
もり
銀山（石見銀山）では，16世紀はじめ

戦国大名の支配

1

2

**

3

1大名の家臣間で血縁関係
に擬

ぎ
した寄

より
親
おや

・寄
より

子
こ

制とよぶ
主従関係を結んだ。
2分国法の一つ「今

いま
川
がわ
仮
か
名
な

目
もく
録
ろく
追
つい
加
か
」第20条の「只

ただ
今
いま
は，

をしなべて自分の力量を以
もっ
て

国の法
はっ
度
と
をも申

もうし
付
つ
け」ると

の文言は，室町幕府法からの
独立を志向した戦国大名の統
治意識を表現している。

戦国大名の領国支配の国際的背景とは33

5

10

15

20
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*分国法と公権力
　分国法には，紛争の当事者
が相手を「私

し
刑
けい
」(リンチ)に

処するのも当然とすること
(当事者主義)や，公的な権力
が公平な立場から明確な証拠
によって紛争の理

り
非
ひ
を正すの

ではなく，「静
せい
謐
ひつ
」（秩序が保

たれている状態）を破って紛
争をおこしたこと自体を問題
にして双方を罰するといった
「喧

けん
嘩
か
両
りょう
成
せい
敗
ばい
」の原理など，

在地の慣習を吸収したものが
多い。その点で大名の権力が
公的な統治をまだ十分に成熟
させていなかったと考えられ
る。なお，公儀として統治が
安定した江

え
戸
ど
幕府では，喧嘩

両成敗は公的な原理とはされ
ていない。

１ 信
しん

玄
げん

堤
づつみ

　甲斐国を領した武田信玄が
釜
かま

無
なし

川
がわ

の氾
はん

濫
らん

から耕地を守るためにつく
らせた堤

てい

防
ぼう

。支流を二つに分けて流れを
かえ，支流がぶつかる釜無川の土

ど

手
て

に堤
防（本土手）を築いた。本土手
には竹を植え，さらに本土手の
前につき出しという石積みをつ
くり，本土手を守る工夫をした。

本土手

つき出し

新
支
流旧

支
流

本土手

一
　
喧け

ん
嘩か

の
事
、
是ぜ

非ひ

に
及
ば
ず
成せ

い
敗ば

い
を
加
ふ
べ
し
。

�

（「
信
玄
家
法
」、
原
漢
文
）

一
　
駿す
ん

遠え
ん

両
国
之
輩と

も
が
ら

或あ
る
い

は
わ
た
く
し
と
し
て
他
国
よ
り
、

よ
め
を
と
り
、
或
は
む
こ
に
と
り
、
む
す
め
を
つ
か
は

す
事
、
自じ

今こ
ん

已い

後ご

之こ
れ

を
停ち

ょ
う

止じ

し
了お

わ
ん

ぬ
。�（「
今
川
仮
名
目

録
」）

一
　
当
家
塁る
い

館か
ん

の
外
、
必
ず
国
中
に
城じ

ょ
う

郭か
く

を
構か

ま
え

さ
せ
ら
る

間ま

敷じ
く

候そ
う
ろ
う

。
総そ

う
じ

て
大
身
の
輩
を
バ
悉こ

と
ご
と

く
一
乗
の
谷
へ
引

越
し
め
て
、
其
郷
其
村
に
ハ
、
只た
だ

代だ
い

官か
ん

・
下げ

司す

の
み

可
　レ
被
　二
居
置べ

き
　一
事
。�

（「
朝あ

さ
倉く

ら
敏と

し
景か

げ
十
七
箇
条
」）

口
語
訳
　

一
、
私
的
な
喧
嘩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
問
わ
ず
処し
ょ

罰ば
つ

す
る
。

一
、
駿す
る

河が

・
遠と

お
と
う
み江

両
国
の
家
臣
は
、
私
的
に
他
国
か
ら
嫁よ

め

を
む
か
え
、
あ
る
い
は
婿む

こ
を
と
り
、
嫁
に
出
す
こ
と
を

今
後
は
禁
止
す
る
。

一�

、
当
朝
倉
家
の
城
以
外
、
決
し
て
領
国
内
に
城
郭
を
構

え
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
す
べ
て
上
級
武
士
は

一い
ち

乗じ
ょ
う

谷だ
に

に
引
越
し
さ
せ
て
、
そ
の
あ
と
郷き

ょ
う

村そ
ん

支
配
の
た

め
に
代
官
・
下
司
を
お
く
こ
と
。

す
え
お
か
る

分
国
法

史
料



ころ，朝鮮から「灰
はい
吹
ふき
法
ほう
」とよばれる銀精

せい
錬
れん
技術

が伝えられると，大量の銀生産がはじまった。

石見銀山産の銀は純度が高く，日本列島を訪れる

ようになったヨーロッパ人によっても「ソーマ

銀」として高く評価され，アジア貿易の決
けっ
済
さい
手段として，広く中国大陸

へももちこまれた。15 世紀後半から 16 世紀にかけて，明
みん
では銅

どう
資源

が枯
こ
渇
かつ
して銅銭の質が下落し，主たる支払い手段が銀や紙幣にかわった。

また，日明貿易が衰え，倭
わ
寇
こう
の密輸ルートも明に抑

よく
圧
あつ
された。

　こうした東アジア世界の変化をうけて，日本では，洪
こう
武
ぶ
通
つう
宝
ほう
や永

えい
楽
らく
通

宝などの渡
と
来
らい
銭
せん
の供給量では，流通経済の需

じゅ
要
よう
を満たせなくなった。こ

のため，市場では，粗
そ
悪
あく
銭
せん
（割

われ
銭
ぜに
・私

し
鋳
ちゅう
銭
せん
，鐚

びた
銭
せん
）などの受け取り拒否

（撰
えり
銭
ぜに
）が頻

ひん
繁
ぱん
におこり，流通に混乱をきたすことが多くなった。戦国

大名や幕府は，くり返し撰銭令を出して粗悪銭と良銭との交換比率を定
め，条件つきで流通させようとしたが，あまり効果はなかった。

　その結果，流通経済の発達していた西日本一帯では，銭による決済は

しだいに姿を消し，米による決済に移行した。戦国大名にとって兵
ひょう
糧
ろう
米
まい

の確保は絶対必要だったうえに，米が物品貨幣の役目をはたしていたか

らである。そして，税負担や軍事動員の基準も，銭を基準にする貫
かん

高
だか

制
から米を基準にする石

こく
高
だか
制にかわった。一方，経済的に後進地域であっ

た東日本では，永楽通宝をもととする貫高制が続いていた。こうした日

本列島の流通や生産表示方法に関する東と西の違いも，東アジア世界と

深くかかわる貨幣量の絶対的不足に起
き
因
いん
していたのである。

4

戦国大名と
アジアの動向

5

6

5

10

15

20

3市場税や営業税を免除し
たり，座

ざ
の独占販売などの特

権を廃して，自由な商業活動
を認めた法令。
4その技術は，但

たじ
馬
まの
国
くに
（兵

庫県）生
いく
野
の
銀山，佐

さ
渡
ど
国（新

潟県）鶴
つる
子
し
銀山，甲

か
斐
い
国黒

くろ
川
かわ

金山にも伝えられて鉱産の増
大につながった。
5石見銀山の中心大森地区
の中世・近世の地名「さま」，
あるいは「佐摩村」にもとづ
くよび方。
6大

おお
内
うち
氏が1485（文明17）

年にはじめて出し，幕府も
1500（明応9）年に出した。
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❶戦国大名の分国統治にはど
のような共通点と相違点があ
るか考えてみよう。
❷戦国時代の経済や社会は日
本列島を取り巻く国際環境と
どのような関係にあったのか
を考えてみよう。
❸戦国大名の分国統治の特色
と国際環境の変化を模式図に
してみよう。

究しよう探

0　　　　　　200km

蠣崎

上杉輝虎
（謙信）

武田晴信
（信玄）

北条氏康長宗我部
島津貴久

毛利元就

大友義鎮
（宗麟）

よししげ

そうりん

かきざき

南部
秋田

武藤
大崎

伊達

相馬葦名

畠山
川中島

一向一揆

朝倉

浅井
あざ い

あま ご
尼子

三好

河野

竜造寺

宇都宮
佐竹

最上

今
川
義
元

徳
川
家
康

織
田
信
長

戦国大名の勢力範囲（16世紀後半）　各地で群雄が割拠したが，守護
から戦国大名に成長することができたのは，今川・大友・大内・島津などわ
ずかで，実力で成り上がった者が多かった。

かっきょ

おおとも しま づ
２

東北地方　地
じ

頭
とう

出身の伊
だ

達
て

氏が台
頭。
関東地方　伊

い

勢
せ

宗
そう

瑞
ずい

（のちの北
ほう

条
じょう

早
そう

雲
うん

）の子氏
うじ

綱
つな

（1487～1541）
が武

む さ し

蔵・安
あ 　 わ

房をおさえ，孫氏
うじ

康
やす

（1515～71）が古
こ

河
が

公
く

方
ぼう

を破って
関東一円に勢力をはった（→p.94）。
中部地方　守護代出身の長

なが

尾
お

景
かげ

虎
とら

（のちの上
うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

，1530～78）が
越
えち

後
ご

をおさえ，甲斐を根拠に信
しなの

濃
へと勢力を拡大した武

たけ

田
だ

晴
はる

信
のぶ

（信
玄，1521～73）と川

かわ

中
なか

島
じま

（長野市）
で何度も激突した。また，駿

する

河
が

で
は今川義元が勢力をのばし，美

み

濃
の

では斎
さい

藤
とう

道
どう

三
さん

（？～1556）が守護
土
と

岐
き

氏を倒して勢いを強めた。

中国地方　7か国の守護であった大内氏が1551年に重臣陶
すえ

晴
はる

賢
かた

（1521
～55）に倒され，陶氏もその4年後に安

あ

芸
き

の国人毛
もう

利
り

元
もと

就
なり

（1497～
1571）に滅ぼされた。
九州地方　伝統的な勢力である薩

さつ

摩
ま

の島津氏，豊
ぶん

後
ご

の大友氏のほかに竜
りゅう

造
ぞう

寺
じ

氏が台頭。
四国地方　国人出身の長

ちょう

宗
そ

我
が

部
べ

氏が台頭。

３ 北条早雲　幕府
奉
ほう

公
こう

衆
しゅう

伊勢氏の一族
の出身。（神奈川県，
早雲寺蔵）

４ 石見銀山　16世紀に本格
的な開発がはじまった。写真
は坑道の入口。（島根県大

おお

田
だ

市）
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15 世紀後半から 16 世紀にかけて，ヨーロッパ

諸国は，彼らにとって未知の世界に乗り出した。

その先頭に立ったのがスペインとポルトガルである。スペインは西をめ

ざし，中南米大陸の大部分を植民地とした。さらに太平洋に進出し，フ

ィリピン諸島の植民地化を進め，1565 年にマニラ・メキシコ間に太平

洋横断航路を開いた。ポルトガルは，南米の航海領域に植民地（現在の

ブラジル）を建設したほか，アフリカ以東に進出した。1511 年にはマ

ラッカを占領し，ついで明
みん
に貿易を求めたが許されなかった。

そのころ，中国で銀の需
じゅ
要
よう
が高まる一方，日本で

は，銀生産が急増し，中国産の生
き
糸
いと
や絹

きぬ
織物・陶

とう

磁
じ
器
き
などへの需要が高まり，日中間の貿易が求められるようになった。

しかし明の朝
ちょう
貢
こう
貿易体制は機能しなくなっており，中国系の人々（華

か

人
じん
）を中心とする民間の密

みつ
貿易がこの地域の交流をにな

うようになった。明に貿易を拒否されたポルトガルもこ

れに参加した。1540 年代から銀を求めて多数の中国船

が日本に来航するようになり，鉄
てっ
砲
ぽう
やキリスト教もこの

ルートから伝来した。

　1
（天文11）
542 年，種

た
子
ねが
島
しま
に中国船が漂

ひょう
着
ちゃく
し，領主種子島時

とき
尭
たか

は乗船していたポルトガル人から 2挺
ちょう
の鉄砲を購入し，

家臣にその用法と製法を学ばせた。その技術は和
いずみ
泉の

ヨーロッパ勢力
の登場

鉄砲・キリスト教の
伝来と後期倭寇

1

2

1528～79

近世初頭の東アジア情勢はどのようなものか35

5

10

15

20

1背景には寧
ニン
波
ポー
の乱や遣

けん
明
みん

船の途
と
絶
ぜつ
，倭寇の活動などが

ある（→p.79）。
21543年との説もある。
3プロテスタント（新教）に
対抗して，カトリック（旧教）
の発展と布教のために，スペ
イン人のザビエルやイグナ
ティウス = ロヨラ（1491～
1556）らが結成。
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*倭寇の頭領王直
　鉄砲を種子島に伝えた船の
船長は，中国の商人王

おう
直
ちょく
（？

～1559）である。王直は，
中国と日本や東南アジア方面
を結ぶ海上の密貿易をおこな
うなかで，当時アジアに進出
していたポルトガル人とも交
流があったと考えられる。そ
ののち，王直は明政府のきび
しい取り締まりを避けて五

ご
島
とう

や平
ひら
戸
ど
に移ると，倭寇の頭領

として海上に一大勢力を築い
た。拠点となった平戸は，貿
易でにぎわうようになった。

１ 南蛮船の入港　（「南蛮屛
風」，国立歴史民俗博物館蔵）

３ 鉄砲をもつ足軽　
銃
じゅう

の筒
つつ

先
さき

から火薬と弾
たま

を
つめる先

さき

込
ご

め式で，なれ
ると15秒間に1発くらい
の速さで撃てた。（『雑

ぞう

兵
ひょう

物
語』，東京国立博物館蔵）

２ 南蛮寺　京都にあった南蛮寺（教会や修道
院など）を描いたもの。寺内には宣教師がいる。
寺の外では見

み

世
せ

棚
だな

で土
みやげ

産品が売られている。（「京
都南蛮堂図扇面」，神戸市立博物館蔵）

４ 鉄砲（種子島時邦氏所有）
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幕藩体制の
成立と近世
の社会
幕藩体制が長期にわたって
維持されたのはなぜか

1 節第

1
（慶長3）
598 年の豊

とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
の死後，五

ご
大
たい
老
ろう
筆
ひっ
頭
とう
の徳

とく
川
がわ

家
いえ

康
やす
が勢力を拡大し，五

ご
奉
ぶ
行
ぎょう
の一人石

いし
田
だ
三
みつ
成
なり
と対立

を深めた。そして，1
（慶長5）
600 年，両者は美

み
濃
の
の関

せき
ヶ
が
原
はら
で激突し，家康が勝

利した（関ヶ原の戦い）。1
（慶長8）
603 年，家康は征

せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん
となり，江戸幕

府を開いたが，2年で将軍職を子の秀
ひで
忠
ただ
にゆずり，将軍職を徳川氏が世

せ

襲
しゅう
することを示し，自らは大

おお
御
ご
所
しょ
として駿

すん
府
ぷ
で政治の実権をにぎった。

この江戸幕府開設から明
めい
治
じ
維
い
新
しん
までの約 260 年間を江戸時代という。

　家康は 1
（慶長19）
614 年には大坂城を攻め，翌年，秀吉の子秀

ひで
頼
より
を自害させ，

豊臣氏を攻め滅ぼした（大坂冬の陣
じん
，夏の陣）。家康は 1

（元和2）
616 年に死去

したが，2代秀忠，3代家
いえ

光
みつ
の時代に政権の支配体制が固められた。

大
だい
名
みょう
が領地を支配する組織を藩

はん
とよび，

統一政権としての将軍（幕府）と大名に

よって全国の土地と人民を支配する仕組みを，幕
ばく

藩
はん

体制という。
将軍の軍事力としては，直属の家

か
臣
しん
である旗

はた
本
もと
・御

ご
家
け

人
にん
がおり，

江戸に居住して幕府の軍事・行政を担当した。幕府の支配地は，

直
ちょっ
轄
かつ
領（天

てん
領
りょう
）と旗本領をあわせると全国総石

こく
高
だか
の 4分の 1

近くを占めた。

　1
（ 慶長20 ・元和元）
615 年，大坂の陣の直後，幕府は大名を統制するために，

一国一城令を出して，大名の居城を領内 1か所だけに限った。
さらに武

ぶ
家
け

諸
しょ

法
はっ

度
と
を制定し，大名が守るべきことがらを定めた。

江戸幕府の成立

在1605～23

1593～1615

在1623～51

大名の統制

1

2

（→ p.108）

幕藩体制はどのようなものか39

5

10

15

20

1大名のうち，徳川氏一族
を親

しん
藩
ぱん
といい，とくに家康の

子が大名となった尾
お
張
わり
・紀

き

伊
い
・水

み
戸
と
の徳川家は御

ご
三
さん

家
け
と

いう。おもに関ヶ原の戦い以
前から家康に仕えていた大名
を譜

ふ
代
だい
，関ヶ原の戦い前後に

徳川氏に従った大名を外
と

様
ざま
と

いう。
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２ 徳川家康　三
み

河
かわ

岡
おか

崎
ざき

城主の
子として生まれた。1590年の
秀吉の小

お

田
だ

原
わら

攻めのあと，関東
に移

い

封
ほう

された。（日光東照宮宝
物館蔵）

一
人
、

常
置
で
は

な
い

重
要
政
務

を
と
る

将軍

大
名
の
監
察

大
目
付

江
戸
の
行
政
・
裁
判
・
警
察

町
奉
行

幕
府
財
政
、
幕
府
領
の
収
税
・
訴
訟

勘
定
奉
行

郡
代
・
代
官

駿
府
城
代

大
老

老
中

朝
廷
と
西
国
大
名
の
監
視

京
都
所
司
代大

坂
城
警
備
と
西
国
大
名
の
監
視

大
坂
城
代

寺
社
の
統
制
・
寺
社
領
の
支
配

寺
社
奉
行

老
中
の
補
佐
、
旗
本
・
御
家
人
の
監
督

旗
本
・
御
家
人
の
監
察

目
付

若
年
寄

京
都
・
大
坂
・
駿
府
町
奉
行

奈
良
・
山
田
・
日
光
・
堺
・

伏
見
・
長
崎
・
佐
渡
奉
行

江戸幕府の機構

井上

津軽

戸沢

南部

伊達
宗

京
都

毛利

前田

真田

藤堂

前田

佐竹

相馬

上杉

秋田
丹羽

溝口

江戸

仙石毛利 浅野 浅野

中川
伊達
加藤 山内

有馬

立花

松浦松浦 黒田鍋島

細川

島津 伊東

池田

蜂須賀

森 小出

大坂
堺

京極

京極池田

水野

本多

徳川

徳川

徳川
徳川

徳川

松平 保科
（松平）

井伊

松平

水野
松平酒井

本多青山
安藤
酒井

阿部
松平

稲葉
松平

阿部

奥平 内藤
本多

牧野

松平 酒井

松平

松平
榊原

岡部

水野

松平松平

松平 松平

小笠原

小笠原

大久保

氏名

0 200km

御三家
5万石以上の家門および
譜代大名

幕府直轄領（主要なもの）

氏名

徳川

前田

稲葉

浅
野

松平
石川

5万石以上の外様大名
大文字は20万石以上
　は5万石以下の大名

鍋島 鍋島黒田
脇坂松平

松平

永井

戸
田

内藤

土井有馬

１ 大名配置図　1664（寛文4）年。外様大名は，江戸から離
れた所に配置された。幕府は江戸・大坂・京都の三都や政治・
経済上の重要地，佐渡金山，石

いわ

見
み

・生
いく

野
の

銀山，足
あし

尾
お

銅山などの
主要鉱山も直轄地とした。なお直轄領は，関東・近畿・東海地
方に多いが，他領と入り組み，複雑なので表示できない。



武家諸法度は，将軍の代替わりごとに出された。

3代将軍家光のときには参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい
が義務づけら

れ，大名は 1年おきに国元と江戸の間を往復することになった。

江戸幕府の中央組織では，まず老
ろう

中
じゅう
が，将軍のも

とで重要政務を取り扱った。若
わか

年
どし

寄
より
は，老中を補

佐するとともに旗本・御家人に関する政務を取り扱った。大
おお

目
め

付
つけ
は大名

を監
かん
察
さつ
し，目

め
付
つけ
は旗本・御家人を監察した。このほか，寺

じ
社
しゃ
奉
ぶ
行
ぎょう
・町

まち
奉

行・勘
かん
定
じょう
奉行の三奉行がおかれ，寺社奉行は寺院・神社の統制と寺社領

の支配，町奉行は江戸の市政，勘定奉行は幕府財政と直轄領の支配を担
当した。また，これら三奉行や他の管

かん
轄
かつ
にまたがる事項についての合議

機関として評
ひょう
定
じょう
所
しょ
があった。

　地方では，朝
ちょう
廷
てい
と西

さい
国
ごく
大名の監視をおこなうために京都所

しょ
司
し

代
だい
や大坂

城
じょう

代
だい
などをおき，堺

さかい
・長崎・佐

さ
渡
ど
・奈良などの重要な地域にはそれぞれ

遠
おん

国
ごく

奉行をおいた。また全国の直轄領には郡
ぐん

代
だい
・代

だい
官
かん
をおいた。

朝廷に対しては，1615 年に禁
きん

中
ちゅう

並
ならびに

公
く

家
げ

諸
しょ

法
はっ

度
と
を

制定し，天皇の行動に規制を加えた。また，幕府

と天皇の取
とり
次
つぎ
役
やく
の公家として武

ぶ
家
け

伝
てん

奏
そう
を設け，京都所司代と連

れん
携
けい
しなが

ら朝廷を監視した。1
（寛永6）
629 年におこった紫

し
衣
え

事件をきっかけに，幕府は
朝廷への監視制度をさらに整備した。

　寺院に対しては，1
（寛文5）
665 年，各宗派に諸

しょ
宗
しゅう
寺
じ
院
いん
法
はっ
度
と
を出して，寺院を

本山から末寺にいたるまで組織させた（本
ほん

末
まつ

制度）。人々はいずれかの
寺院に属し，17世紀後半ころには葬

そう
儀
ぎ
を通じた寺院（檀

だん
那
な
寺
でら
）と信徒

の家（檀
だん
家
か
）との間の半永久的な関係が定着した。また，キリスト教を

取り締まる必要から宗
しゅう

門
もん

改
あらた

めを実
じっ
施
し
し，幕府禁制の宗教の信徒でないこ

とを証明するための宗門人
にん

別
べつ

改
あらため

帳
ちょう
（宗門人別帳・宗

しゅう
旨
し

人別帳）を村・
町ごとにつくらせた。こうした仕組みを寺

てら
請
うけ
（寺

じ
檀
だん
）制度という。神社

に対しても 1665 年に諸
しょ
社
しゃ
禰
ね
宜
ぎ
神
かん
主
ぬし
法
はっ
度
と
を出して統制を加えた。

江戸幕府の組織

3

朝廷と寺社の
統制

（→ p.109，144）

4

（→ p.144）

（→ p.115）

5

10

15

20

25

2直属家臣で1万石未満の者
を直
じき
参
さん
といい，そのうち将軍

に謁
えっ
見
けん
できる者が旗本，でき

ない者が御家人である。
3幕府の役職には原則的に
譜代大名と旗本が就任した。
ほとんどの役職が2名以上の
定員で，重要事項は合議で決
定した。
41627（寛永4）年，後

ご
水
みずの

尾
お
天皇（在1596～1680）が

幕府の許可なく高僧に紫衣の
着用を認めたことは，禁中並
公家諸法度に違反するとし
て，幕府が勅

ちょっ
許
きょ
を無効にし

た事件で，幕府の法度が天皇
の勅許にも優先することを示
した。
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❶江戸幕府が大名や朝廷・寺
社をどのように統制したのか
説明してみよう。
❷以前の時代の政権とくらべ
て江戸幕府の組織にどのよう
な特徴があるか考えてみよ
う。
❸身近な地域が江戸幕府とど
のような関係におかれていた
のか調べてみよう。

究しよう探

一
、
大
名・小
名
、
在
江
戸
の
交
替
、
相
定
む
る
所
な
り
、

毎
歳
夏
四
月
中
参さ
ん

勤き
ん

致
す
べ
し
、
従
者
の
員
数
、
近

来
甚は
な
は

だ
多
し
、且か

つ
は
国
郡
の
費つ

い
え

、且
は
人
民
の
労
な
り
、

向き
ょ
う

後こ
う
其そ

の
相そ

う
応お

う
を
以も

っ
て
之
を
減
少
す
べ
し
、
…

　
　
寛
永
十
二
年
亥
六
月
廿
一
日�

（
原
漢
文
）

口
語
訳

一�

、
大
小
の
大
名
は
、
そ
の
在ざ

い
国こ

く
と
江
戸
と
交
互
に
住
む

よ
う
に
定
め
る
。毎
年
夏
の
四
月
中
に
参
勤
す
る
こ
と
。

そ
の
と
き
に
従
う
家
来
の
数
が
最
近
た
い
へ
ん
多
い
。

そ
の
こ
と
は
領
国
の
出
費
が
増
え
る
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
領
民
の
負
担
の
増
大
と
も
な
る
。
今
後
は
石こ
く

高だ
か

や
家か

格か
く

に
応
じ
て
そ
の
人
数
を
減
ら
し
な
さ
い
。

　
　
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
六
月
二
十
一
日

武
家
諸
法
度
（
寛か

ん
永え

い
令
、『
別
本
諸
法
度
』、一
部
抜
粋
）

史
料

 金
こん

地
ち

院
いん

崇
すう

伝
でん

が起
き

草
そう

し，２代将
軍秀忠が発

はっ

布
ぷ

したのが最初で元
げん

和
な

令とよばれる（→p.108）。そ
の後３代将軍家光が条文を加え
寛
かん

永
えい

令として発し，５代将軍綱
つな

吉
よし

は諸
しょ

士
し

法
はっ

度
と

と統合して天
てん

和
な

令
を制定した。

３ 宗門人別改帳　村・町ご
とにつくられ，その檀家の家
族や奉

ほう

公
こう

人
にん

までもが記載され，
戸
こ

籍
せき

の役割をはたした。



「古琉球」から「琉球口」へ

　近世の琉
りゅう
球
きゅう
は 1609（慶

けい
長
ちょう
14）年の島

しま
津
づ
氏（薩

さつ
摩
ま
藩）

の軍事的征服からはじまる。幕府は島津氏の琉球領有

と支配を認めたが，中世以来，明
みん
の朝

ちょう
貢
こう
国であった琉

球王国は存続させた。薩摩藩は琉球全土を検
けん
地
ち
し，藩

主は国王尚
しょう
寧
ねい
に領地を安

あん
堵
ど
する文書をあたえ，日本型

の封
ほう
建
けん
的主従関係のもとにおいた。琉球から薩摩に派

遣する年
ねん
頭
とう
使
し
が 1613（慶長 18）年にはじまって定

例となり，1624（寛
かん
永
えい
元）年に「道

みち
之
の
島
しま
」（奄

あま
美
み
３島）

を蔵
くら
入
いり
地
ち
とした。1631（寛永８）年には那

な
覇
は
に在

ざい
番
ばん

奉
ぶ
行
ぎょう
をおき，国王の代替わりや行政・中国関係や海防

まで管理・統制し，キリスト教や日本風の髷
まげ
・髪・衣

装などを禁止した。日本と琉球の間のヒト・モノの往

来は，薩摩藩の管理下におかれ，渡
と
航
こう
・居住は薩摩藩

の役人か船
せん
頭
どう
・水

か
主
こ
（水夫）などに限られた。

　その一方で幕府は，1620年代に明との講和交渉に

見切りをつけ，中国との関係は，「通信」（国交）を避

け，「通商」（民間の貿易）だけを維
い
持
じ
するという方針

に転換した。島津氏の琉球征服で警戒心を強めた明も，

1633 年に新国王尚
しょう
豊
ほう
を琉球国王に冊

さく
封
ほう
した。翌年，

薩摩藩は，尚豊の代替わりを感謝する使節（謝
しゃ
恩
おん
使
し
）

を将軍家
いえ
光
みつ
に送ったが，このとき幕府は琉球の役割を

「唐
から
口
くち
の商売」（中国貿易）とした。1639（寛永 16）

年にポルトガルと断交した際，幕府は対
つしま
馬藩・薩摩藩

に，それぞれ朝鮮口・琉球口で中国産生
き
糸
いと
・絹
きぬ
織物な

どの輸入に努めるように命じている。

　なお謝恩使は，将軍の就任を祝う慶
けい
賀
が
使
し
とともに定

例となり，ペリー来航の直前まで続いた。

近世の琉球と奄美

　薩摩藩の支配を通じて，近世琉球の国家・社会・文

化が形成された。まず，古琉球以来の伝統的な宗教儀
ぎ

礼
れい
と政治を切り離して，王府の組織を合理化し，黒

こく

糖
とう
・ウコンなどの専売制によって王府財政の再建がは

かられた。藩へ年
ねん
貢
ぐ
などを上納するため，農村支配を

整備・強化し，農業生産を奨
しょう
励
れい
したので，王国は貿易

型から農業型に変
へん
貌
ぼう
した。人口も増加し，首都首

しゅ
里
り
と

那覇が都市として発展し，それまで在留していた外国

人（華
か
人
じん
・朝鮮人・日本人など）も琉球人の戸

こ
籍
せき
に編

入された。士族と百
ひゃく
姓
しょう
からなる身分制が確立し，士族

を中心に伝統社会・文化が成熟して，歌
か
謡
よう
集「おもろ

そうし」の編
へん
纂
さん
などがおこなわれた。

　中国（明・清
しん
）との朝貢貿易は琉球王国の解体（1872

［明治５］年）までおこなわれたが，藩の出資による

代理貿易であり，日中両国政府の政策や明清交替など

の政治変動などで，藩が期待したほどの利益はあがら

なかった。そのかわりとなったのが，年貢（貢
こう
米
まい
・貢
こう

糖
とう
）と琉球の特産物，とくに黒糖の専売である。

　黒糖は王府・藩を通して大坂市場で売られて大きな

利益をあげ，藩財政の主要な柱となった。日本人の生

活水準が向上するとともに，黒糖の需
じゅ
要
よう
も高まってい

き，19世紀にはそのほとんどを薩摩藩

がまかなった。その 70％以上を生産し

た奄美３島は，実質的な藩の植民地とし

て，黒糖生産のためのモノカルチャー社

会とされ，貨幣の流通も禁止されるなど，

きびしい搾
さく
取
しゅ
のもとにおかれた。

5

10
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20

25

30

� 琉球の使節　1710（宝永７）年，江戸城へ向
かう琉球使節の一行。（「琉球中山王両使者登城行
列」，国立公文書館蔵）

� 奄美での砂糖の取り引き　幕末に薩摩藩士によって描
かれたもの。（『南島雑話』，奄美市立奄美博物館蔵）

近世の琉球と奄美近世の琉球と奄美6地域地域のの歴史歴史
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ペリー来航直後に 13代将軍に就
しゅう
任
にん
した徳

とく
川
がわ
家
いえ
定
さだ

には継
けい
嗣
し
（後継ぎ）がいなかったため養子をとる

必要があった。親
しん
藩
ぱん
（福井藩主の松

まつ
平
だいら

慶
よし

永
なが
など）・外

と
様
ざま
大
だい
名
みょう
（島

しま
津
づ

斉
なり

彬
あきら
・山

やま
内
うち

豊
とよ

信
しげ
など）や一部の幕

ばく
臣
しん
（川

かわ
路
じ
聖
とし
謨
あきら
・岩

いわ
瀬
せ
忠
ただ
震
なり
など）は，御

ご
三
さん

家
け
の水

み
戸
と
藩主徳川斉

なり
昭
あき
の実子である一

ひとつ
橋
ばし
家当主徳川慶

よし
喜
のぶ
を継嗣におし，

譜
ふ
代
だい
中心で政治をおこなおうとする幕府に対して改革をうながそうとし

た（一橋派）。しかし，1
（安政5）
858 年 4 月，譜代大名筆

ひっ
頭
とう
の井

い
伊
い
直
なお
弼
すけ
が大

たい
老
ろう

に就任し，彼らのおす，将軍と血統の近い紀
き
伊
い
藩主徳川慶

よし
福
とみ
（のちの家

いえ

茂
もち
）が継嗣にむかえられた。

幕府は条約勅
ちょっ
許
きょ
を得ようと朝

ちょう
廷
てい
への工作をおこな

ったが，一方，一橋派は慶喜を継嗣に推
すい
挙
きょ
しても

らおうと，朝廷と接近した。朝廷は水戸藩に対して無勅許条約を調印し

た幕府を責める戊
ぼ

午
ご

の密
みっ

勅
ちょく
を発した。井伊大老は，これを幕政批判とし

て，それらにかかわった大名や藩士，公
く
卿
ぎょう
などを前例のないほど大規模

に処
しょ
罰
ばつ
した（安

あん
政
せい

の大
たい

獄
ごく
）。しかし 1

（安政7・万延元）
860 年 3月，井伊は江戸城の桜

さくら
田
だ

門
もん
外で水戸藩浪

ろう
士
し
らに暗殺された（桜田門外の変）。

　井伊の後を継いだ老
ろう
中
じゅう

安
あん

藤
どう

信
のぶ

正
まさ
と久

く
世
ぜ
広
ひろ
周
ちか
は，幕府の強

きょう
硬
こう
な

態度を改めて，朝廷と幕府の宥
ゆう
和
わ
政治（公

こう
武
ぶ

合
がっ

体
たい

策）を進め，
孝
こう
明
めい
天皇の妹和

かずの
宮
みや
を将軍家茂のもとに嫁

とつ
がせることに成功し

た。一方で幕府は，その交換条件として，将来，攘
じょう
夷
い
を実行す

ることを朝廷に約束した。しかし，1
（文久2）
862 年 1月，安藤は和宮

降
こう

嫁
か
に憤

ふん
激
げき
する尊

そん
王
のう
攘
じょう
夷
い
派浪士に襲撃されて失

しっ
脚
きゃく
した（坂

さか
下
した

門
もん

外の変）。こうして幕府の権
けん
威
い
はますます失

しっ
墜
つい
した。

将軍継嗣問題 在1853～58

1828～90

（→ p.139） 1801～68 1818～61

（→ p.139） （→ p.130） 1837～1913

1

1846～66

安政の大獄

2

1819～71 1819～64

1846～77 在1858～66

113代将軍家定の継嗣問題
において，一橋慶喜をおして
いたグループの便

べん
宜
ぎ
的呼称。

徳川慶福をおすグループを南
なん

紀
き
派とよぶ。
21858年，無勅許条約に抗
議した一橋派大名に謹

きん
慎
しん
を命

じたことからはじまった幕府
の弾

だん
圧
あつ
。翌年まで続き，処罰

者は100名以上。橋
はし

本
もと

左
さ

内
ない

（1834～59）・吉田松陰・梅
うめ

田
だ
雲
うん
浜
ぴん
（1815～59）・頼

らい
三
み

樹
き
三
さぶ
郎
ろう
（1825～59）らが処

刑された。
3日米修好通商条約では，
東
とう
海
かい
道
どう
の宿

しゅく
場
ば
町
まち
である神奈

川を開港することになってい
たが，幕府は外国人の管理や
防衛もしやすい横浜村を開港
地とし，新たに港や町を建設
した。

開港は国内にどのような影響をあたえたのか55

5
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20
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１ 桜田門外の変　水戸藩を脱
だっ

藩
ぱん

した浪士の一部が，江戸城に向
かう途中の籠

かご

に乗った井伊大老を暗殺した。（茨城県立図書館蔵）

２ 横浜本町通りのにぎわい　横浜村の住民をすべて移転させ，税を
徴収する幕府の運

うん

上
じょう

所
しょ

を境として，東側に外国人居
きょ

留
りゅう

地
ち

，西側に日本
人商人町がわずか数か月でつくられた。幕府は横浜への出店を募

つの

った
がふるわなかったので，三

みつ

井
い

などに出店を強制した。左角には三井の
店がみえる。（横浜開港資料館蔵）

輸
　出

輸
　入

その他7.7

その他
6.8

茶
16.7 生糸

53.7

52.8
（％）

綿織物

971

1491

総額
395
万ドル

95

15.8

7.8

生糸
65.6

（％）

39.5
 毛織物

5.5

茶
油

銅5.3
その他 1860年度 1867年度

蚕種
　22.8

14.7

22.4
9.9

武器類
米

10.0

9.0
綿糸

砂糖

25.3
綿織物

毛織物

8.6

その他

３ 横浜港における輸出入品割
合　当初は輸出額が輸入額を上
回っていたが，1866年の改

かい

税
ぜい

約
やく

書
しょ

で輸入関税が引き下げられ
たことで，輸入額と輸出額が逆
転した。（『増訂港都横浜の誕
生』）



1
（安政6）
859 年 6月，横

よこ
浜
はま
・長崎・箱

はこ
館
だて
で自由貿易がは

じまった。日本の輸出品は生
き

糸
いと
・茶・蚕

さん
種
しゅ
（蚕

さん
卵
らん

紙
し
）などがおもで，輸入品には綿織物・毛織物のほか武器・艦

かん
船
せん
・金属

（鉛
なまり
・錫

すず
・鉄）などが多かった。最大の貿易相手国はイギリスで，アメ

リカ・フランスがこれに次いだ。

　生糸の輸出量の増加は，製
せい
糸
し
業のマニュファクチュア（工場制手工業）

の発達をうながしたが，国内での品不足を引きおこした。また在
ざい
郷
ごう
商人

が直接横浜に出荷したため，これまでの江戸の問
とい
屋
や
商人を介した流通シ

ステムが解体した。このため，幕府は 1860 年に五
ご

品
ひん

江
え

戸
ど

廻
かい

送
そう

令
れい
を出し，

雑
ざっ
穀
こく
・水

みず
油
あぶら
・蠟

ろう
・呉

ご
服
ふく
・生糸を産地から江戸へ送ることを命じたが，あ

まり効果はなかった。

　国内の消費物資の欠
けつ
乏
ぼう
，金貨の国外流出，万

まん
延
えん

改
かい

鋳
ちゅう
による貨

か
幣
へい
市場の

混乱，幕府・諸藩の米の買い占
し
めは，物価の高

こう
騰
とう
を招き，庶

しょ
民
みん
や下級武

士の生活を圧迫した。各地で百
ひゃく
姓
しょう
一
いっ
揆
き
や打ちこわしが続いていたが，下

級武士の中にはその原因を開国に求め，幕府への不満をあらわすととも

に，攘夷と称して，外国と取り引きする商人への襲撃事件をおこす者も

あらわれた。アメリカ公
こう
使
し
の通訳官であったヒュースケンが惨

ざん
殺
さつ
された

り，イギリス仮
かり
公使館である東

とう
禅
ぜん
寺
じ
が二度にわたって襲撃されたりした

（東禅寺事件）。
『大日本史』編

へん
纂
さん
のなかから生まれた水戸学では，

藤
ふじ

田
た

幽
ゆう

谷
こく
・東

とう
湖
こ
親子や会

あい
沢
ざわ

安
やすし
（正

せい
志
し

斎
さい
）が，尊

そん
王
のう

論に外国勢力を排除しようとする攘夷論を結びつけた尊王攘夷論を説い
た。攘夷論者である吉

よし
田
だ

松
しょう

陰
いん
は，敵国研究のためにアメリカへの密航を

企
くわだ
て，失敗後は松

しょう
下
か

村
そん

塾
じゅく
で多くの長

ちょう
州
しゅう
藩士を教育した。尊王攘夷論は，

実際に外国人が日本に入ってきたことによって，狂信的な政治運動と結

びつき，幕末の政治に大きな影響をあたえた。

貿易の開始と
その影響

3

4

5

1832～61

尊王攘夷論
1774～1826 1806～55 1782～1863

1830～59
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4蛾
が
を紙に載せて卵を生み

つけさせたもの。1860年代，
ヨーロッパで蚕

かいこ
の病気が流

行したため，日本からヨー
ロッパへの輸出が増大した。
5「一

いち
分
ぶ
銀
ぎん
」を小

こ
判
ばん
（金貨）

と交換すると，金銀交換比率
は1対5となった。外国では1
対15であったため，外国人
は大量の銀貨（メキシコドル）
を「一分銀」に交換し，さら
に小判などの金貨と交換し，
国外へともち出した。このた
め，幕府は万

まん
延
えん

小判など質の
低い金貨を大量に発行して対
応したが，はげしいインフ
レーションを招くこととなっ
た。
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❶開港によって，日本の政治・
経済はどのような影響をうけ
たのか考えてみよう。
❷日本人は外国人に対してど
のような感情をもっていたの
か考えてみよう。
❸開港場とは，どんな場所
だったのか調べてみよう。

究しよう探

（万ドル）
2000

1500

1000

500

0
（年）

輸入

1859 60 61 62 63 64 65 66 67

輸出

４ 輸出入額の変
へん

遷
せん

（『幕末貿易史の研究』）

５ 物 価 騰 貴 を 風
ふう

刺
し

する錦絵　凧
たこ

ごと
にさまざまな商品名
が書かれている。（国
文学研究資料館蔵）

６ 安政小判（左）と万
まん

延
えん

小判
（日本銀行貨幣博物館蔵）



1
（明治37）
904 年 2月 8日，日本軍は韓国の仁

イン
川
チョン
や中国の

旅
りょ
順
じゅん
でロシア艦

かん
隊
たい
を攻撃し，日

にち
露
ろ

戦争がはじまっ
た。日本軍はたちまち朝鮮半島のほとんどを占領すると，韓国・中国の

国境をこえて満
まん
州
しゅう
に進撃して，後退するロシア軍を追って北上した。

　開戦前，国民は，世界最強の陸軍国と思われていたロシアと戦うこと

に強いおそれと緊張感をもった。しかし，開戦後の連戦連勝の報道によ

って，緊張感は熱狂へとかわった。祝
しゅく
勝
しょう
会
かい
や提

ちょう
灯
ちん
行列が全国各地でおこ

なわれた。動員兵士数は日
にっ
清
しん
戦争にくらべてはるかに多く，約 100 万

人にもおよんだ。こうしたなか，幸
こう
徳
とく
秋
しゅう
水
すい
・堺

さかい
利
とし
彦
ひこ
ら社会主義者は『平

民新聞』で反戦論を展開し，キリスト者の内
うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう
も非戦論を主張した。

また，与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ
や大

おお
塚
つか
楠
くす
緒
お
子
こ
は，詩などで反戦・非戦の情をうたった

が，これらの声は国民の戦勝感によってかき消されがちであった。

　日露戦争では，18 億 3000 万円という多額の戦費を必要とした。桂
かつら

太
た
郎
ろう
内閣は内

ない
債
さい
で 6億 4000 万円を募集したが，それでも足らず，外

がい

債
さい
7 億円を同盟国のイギリスや好意的中立を保つアメリカで募集した。

また，大幅な増税をおこなったため，消費者物価が高
こう
騰
とう
した。

　日本軍は，多数の死傷者を出しながら旅順を陥
かん
落
らく
させ，1905 年 3月

に奉
ほう
天
てん
（現在の瀋

しん
陽
よう
）を占領した。さらに，同年 5月，ヨーロッパ方

面から回
かい
航
こう
されてきたロシアのバルチック艦隊を日本海海戦で破った。

日本は兵員・兵器の補給や戦費調達の点で限界に

達し，ロシアも国内に革命状況をかかえ，ともに

戦争を続けられる状況ではなかった。アメリカ大統領セオドア =ローズ

ヴェルトの斡
あっ
旋
せん
で，アメリカのポーツマスで日本とロシアの講

こう
和
わ
会議が

開かれ，1905 年 9月，日本全権小
こ
村
むら
寿
じゅ
太
た
郎
ろう
とロシア全権ウィッテの間

日露戦争
リュイシュン

1871～1911 1870～1933

（→ p.181）

1

1878～1942  な  お  こ，1875～1910
2

3

シェンヤン
◆◆

日比谷焼き打ち
事件

1858～1919

1849～1915

1日清戦争を「義戦」とし
た内村鑑三は下関条約の内容
をみて，朝鮮の独立確保が日
本の進出の口

こう
実
じつ
にすぎないこ

とを知り，以後，「戦争の利
益は強盗の利益である」とし
て，戦争の絶対的廃止を説い
た。
2与謝野晶子は雑誌『明

みょう
星
じょう
』

（1904年9月号）で戦地にい
る弟を嘆

なげ
いて「君死にたまふ

こと勿
なか
れ」と題する反戦詩を，

大塚楠緒子は雑誌『太陽』
（1905年1月号）で戦地の夫
を思う妻の心情を詩にした
「お百

ひゃく
度
ど
詣
もう
で」を発表し，注

目を集めた。
3日露戦争後，戦没者を英

えい

霊
れい
としてまつった忠

ちゅう
魂
こん
碑
ひ
が，

日本各地の小学校の校庭や神
社の境

けい
内
だい
などに多数建設され

た。

日露戦争はどのような戦争だったのか70
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２ 「三
み

笠
かさ

」艦
かん

橋
きょう

の東
とう

郷
ごう

平
へい

八
はち

郎
ろう

　日本海海戦
直前の戦艦三笠の艦橋
のようすを描いている。
画面中央が東郷平八郎
（1847～ 1934）， 右
から3人目が作戦担当
の参

さん

謀
ぼう

秋
あき

山
やま

真
さね

之
ゆき

（1868
～1918）。（東城鉦太
郎画「三笠艦橋の図」，
記念艦三笠蔵）

１ 日露戦争要図
0 200km

平壌

旅
順

奉天
会寧

漢城

釡山

下関
広島

仁川

清

韓国

鴨緑
江

黄　海

日 本 海

日本陸軍の進路
日本海軍の進路
ロシア海軍の進路大

連

ウラジオストク

日本海海戦
1905.5.27～28

（

艦隊）

陽 1905.3.10

1905.1.1

1904
5.1

福岡バルチ
ック

遼

３ 日清・日露戦争の比較　（『日
本史料集成』）

0
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（万人） （万人）
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100
（億円）

日
清
戦
争

日
露
戦
争

日
清
戦
争

日
露
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争

日
清
戦
争

日
露
戦
争

1.3
24.1

2.3

8.818.3

108.9
戦費 戦死 動員兵力



で講和条約が結ばれた（ポーツマス条約）。その
内容は，ロシアは⑴日本の韓国に対する指導・保

護・監
かん
理
り
措
そ
置
ち
を認める，⑵清朝政府の承認を条件

に，旅順・大
だい
連
れん
の租

そ
借
しゃく
権と東

とう
清
しん
鉄道南部支線（長

ちょう
春
しゅん
- 大連・旅順間）を

日本へ譲
じょう
渡
と
する，⑶北緯 50度以南の南

みなみ
樺
から
太
ふと
を日本へ割

かつ
譲
じょう
する，⑷沿

えん
海
かい

州
しゅう
・カムチャツカ半島における日本の漁業権を承認する，というもので

あった。

　増税や物価高に苦しんでいた民衆は，高
こう
揚
よう
した戦勝感のなか，賠

ばい
償
しょう
金

の獲得を強く求めていた。しかし，ポーツマス条約で賠償金が得られな

いことがわかると，東京の日
ひ
比
び
谷
や
公園で開かれた講和問題同志連合会主

しゅ

催
さい
の国民大会に，数万人の民衆がつめかけた。さらに民衆と警官との乱

らん

闘
とう
をきっかけに東京全市で暴動がおこり，内相官

かん
邸
てい
や警察署・派

は
出
しゅつ
所
じょ
，

キリスト教会などが破壊された（日比谷焼き打ち事件）。警察だけでは
収拾不能と判断した桂内閣は戒

かい
厳
げん
令
れい
を施行し，軍隊を出動させた。

　日露戦争における日本の勝利は，インドやベトナムなど，西
せい
欧
おう
列
れっ
強
きょう
の

植民地であったアジアなどの諸民族に刺激をあたえ，民族運動が活発化

した。しかし，日本自体は，アジアの諸民族の期待を裏切って，新しい

帝国主義国としてアジア諸民族にのぞむことになる。

1906 年，日本は，関東州を統治するために旅順

に関東都
と

督
とく

府
ふ
を設置し，一般行政と警察を担当さ

せた。関東都督には現役の陸軍大将・中将が任命され，旅順 -大連・長

春間の鉄道を守備するため，軍隊を指揮下においた。また同年，旅順・

長春間の鉄道を経営する機関として，南
みなみ

満州鉄道株式会社（満
まん

鉄
てつ
）が設

立された。この満鉄は，総裁・副総裁が天皇の勅
ちょく
裁
さい
をへて政府によって

任命される国策会社であった。満鉄は，満州産の大
だい
豆
ず
などの農産物を輸

送するだけでなく，撫
ぶ
順
じゅん
・煙

えん
台
たい
の石

せき
炭
たん
採
さい
掘
くつ
業や水運業・電気業，鉄道付

属地内の土木・教育・衛生に関する行政もおこなった。

チャンチュン

日本の満州進出

4

フーシュン イエンタイ
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4ポーツマス条約で，日本
はロシアが清から獲得した満
州における権益を譲渡された
が，これには，清朝政府の承
認という条件があった。そこ
で日本は，1905年末にその
権益の譲渡を清朝政府に認め
させた。ポーツマス条約でロ
シアから受け継いだ遼

りょう
東
とう
半

島の日本の租借地は，万
ばん
里
り
の

長
ちょう
城
じょう
の東端の山

さん
海
かい
関
かん
以東に

あたるために，関東州とよば
れるようになった。
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❶日露戦争に対してどのよう
な意見があったのか調べてみ
よう。
❷身近な地域からどれくらい
の兵士が動員されたか調べて
みよう。
❸なぜ日比谷焼き打ち事件が
おきたのか考えてみよう。

究しよう探

◆ 捕虜と松山
＜地域の視点＞

　明治国家は西欧列強から
「文明国」として認知される
ことを強く意識したため，昭
和期と違って，戦争捕虜の扱
いが人道的であった。日露戦
争では松

まつ
山
やま
収容所を最初とし

て，全国で29か所に開設さ
れた。松山収容所は将

しょう
校
こう
の

収容率が高いこともあって，
捕虜の待

たい
遇
ぐう
がよく，例えば将

校は決まった曜日・時間に市
内を散歩することも可能で
あった。

６ 愛媛県松山のロシア人捕
ほ

虜
りょ

収容所

４ ああ増税　元老・御用商人
などは，日露戦争によって行

こう

賞
しょう

を得たが，一般国民は，「増税」
という行賞しか得られなかった
という風

ふう

刺
し

。（『東京パック』明
治41年5月20日号）

５ 日比谷焼き
打ち事件　市街
電車を焼き打ち
する民衆。



職業婦人の増加

　大正時代には，女性たちの社会進出が進み，一定の

雇
こ
用
よう
関係のもとに働いて報

ほう
酬
しゅう
を得る職業婦人が増加し

た。職業婦人が増加したことは，女性の生活にとって

は産業革命に匹
ひっ
敵
てき
するほどの大きな変化であり，家制

度の束
そく
縛
ばく
から解放されるという意味をもった。しかし，

その裏には，女性の低
てい
賃
ちん
金
ぎん
という問題が隠されていた。

男性教員二人分の賃金で女性教員 3～ 4人を雇
やと
うこ

とができるという，雇う側にとっての低賃金の魅
み
力
りょく
が，

職業婦人が増加する最大の要因であった。

　当時の初
しょ
任
にん
給
きゅう
は，小学校の男性教員が 12～ 20円，

巡
じゅん
査
さ
15 円，大学卒の銀行員 40円，高等文官試験合

格の公務員 70円で，国会議員の月
げっ
俸
ぽう
は 250 円，総

理大臣の月俸は 1000円であった。

　一方，右の絵は，大正時代はじめの女性労働者の給

料を示したものである。右下に描かれた「判
はん
任
にん
官
かん
」（下

級の公務員）は月俸 25円，和服の上に白いエプロン

をかけた女性はカフェーとよばれた喫茶店の女給で月

俸 8円，輸出業を支えた工女は月俸 6円である。裸
ら

体
たい
のモデルは半日 50銭で，月に 20日働いても月給

10円にすぎないが，裸体モデルが職業として登場し

たことがわかる。

新しい女

　職業婦人の増加や雑誌『婦人公
こう
論
ろん
』，『主婦之

の
友』な

ど女性向け出版文化の展開により，女性の社会進出や

家族・夫婦についての議論がもりあがりをみせた。

　1911（明治 44）年，平
ひら
塚
つか
ら
ら い ち ょ う
いてうら 5人の女性

を発
ほっ
起
き
人
にん
に，与

よ
謝
さ
野
の
晶
あき
子
こ
ら 7人の文学者を賛

さん
助
じょ
員
いん
と

して青
せい
鞜
とう
社
しゃ
が結成され，雑誌『青鞜』が創刊された。

この名称は，18世紀のなかごろ，文芸を談ずるイギ

リスの婦人たちが青い靴
くつ
下
した
すなわち青鞜（ブルースト

ッキング）を履
は
いたことにちなんでつけられた。らい

てうが創刊の辞
じ
として書いた「元

げん
始
し
，女性は実に太陽

であった」という文章は，女性を束縛する家制度とそ

れを支える上からの権
けん
威
い
，道徳や良

りょう
妻
さい
賢
けん
母
ぼ
に疑問をい

だき，女性としての生き方を模
も
索
さく
する若い知識層の女

性たちを勇気づけた。また，らいてうが雑誌『青鞜』

に発表した文章の署名は，本名の平塚明
はる
ではなく，ら

いてうという，平塚という姓を冠していないひらがな

の 4文字であった。奥
おく
村
むら
博
ひろ
史
し
との結婚に際し，『青鞜』

（1914年 2月）に発表した「独立するに就
つ
いて両親に」

では，「現行の結婚制度に不満足な以上，そんな制度

に従ひ，そんな法律によって是
ぜ
認
にん
してもらうやうな結

婚はしたくない」と述べ，長い間婚
こん
姻
いん
届
とどけ
を出さなかった。

　一方で，こうした新しい女たちに対する反発も強か

った。らいてうたちが上流階級の出身であったことも

あり，すべての女性たちから支持されたわけでもなか

った。毎日の生活に明
あ
け暮

く
れていた女性たちには，別

世界での主張にすぎなかったのである。

5

10

15

20

25

30

35

� 「女給料取りのいろいろ」　（『東京パック』1915年10月15
日号）

� 平塚らいてう（明）　母性保護
論争に加わる一方，市

いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

・奥
おく

むめおらとともに1920年に新婦
人協会を結成，婦人参政権運動・
消費組合運動にも関与した。

新しい女新しい女5女性女性のの歴史歴史
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足し，戦前は非合法とされた日本共産党も再建された。
　占領期の政治は，冷戦の開始などの国際情勢のもと，GHQの占領政

策と食糧難や不
ふ
況
きょう
への対策を訴える社会運動の圧力のなかでゆれうごい

た。その結果，戦前の政党政治の流れを引き継ぎつつも，当初は圧倒的

な多数党が生まれず，自由党などの自由主義勢力や社会党・進歩党など

の左派・中
ちゅう
道
どう
勢力などが連立や分裂，統合をくり返した。

1946 年 4月，戦後初の総選挙がおこなわれ，日

本自由党が第一党となった。しかし，選挙直前に

日本共産党をのぞく各政党から大量の公職追放者を出したことや，大選

挙区制を採用したこともあって，過半数をとることができなかった。鳩

山一郎の公職追放をうけて，新たに日本自由党の党首となった吉田茂が，
幣原喜

き
重
じゅう
郎
ろう
にかわり進歩党との連立によって内閣を組織した。

　新憲法の制定や農地改革を進めた第 1次吉田内閣に対し，経済政策

に反発する労働運動がもりあがり，新憲法公布後の 1947 年におこなわ

れた総選挙では，自由党が敗北した。吉田内閣にかわって，選挙で躍
やく
進
しん

し，第一党となった社会党の片山哲が，民主党（進歩党が再編された）
に国民協同党を加えた 3党の連立内閣を組織した。片山内閣は労働省

の設置を実現し，統制による経済の安定をめざしたが，炭
たん
鉱
こう
国家管理問

題や予算をめぐる内部対立が表面化して，半年あまりで総辞
じ
職
しょく
した。

　1948 年 3月には片山内閣と同じ 3党の連立で，民主党の芦田均が内

閣を組織した。しかし，芦田内閣は昭和電工事件で倒れ，10月には第 2次
吉田内閣が誕生した。与党の民主自由党は，政権を維

い
持
じ
できなかった左

派・中道連立政権への不満を追い風に翌年 1月の総選挙で勝利し，戦

後初の過半数政党となった。こうして，多数党を与党とした吉田内閣が，

冷戦を背景に転換するアメリカの対日政策のにない手となった。

（→ p.246）

占領期の政治

3

2325社が指定されたが，占
領政策の転換にともない，実
際に分割されたのは日本製
鉄・三菱重工業など11社の
みであった。また，財閥解体
において，財閥系銀行は解体
されなかったため，以後経済
再建の核となり，銀行を中心
とした企業集団が形成された。
31947年の総選挙は，中選
挙区制がとられた。

❶農地改革はどのような成果
をあげ，どのような課題を生
んだのか，説明してみよう。
❷1945年～48年の間に短
命な政権が続いたのはなぜか
考えてみよう。
❸戦後改革は，それまでの社
会をどうかえたのか，その影
響について説明してみよう。

究しよう探
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◆農地改革と東北の大地主
＜地域の視点＞

　農地改革は，近世以来の大
地主にも大きな打撃をあたえ
た。山形県酒

さか
田
た
市を拠点とし

た本
ほん
間
ま
家は江戸時代中期に本

間光
みつ
丘
おか
が事業を拡大して大規

模に田地を集積し，のちに「日
本一の地主」とよばれた富豪
家であった。山林などの資産
は残ったものの1500町以上
ともいわれた田畑は試験田
4.1町歩を残して解放され，
地域政財界における影響力を
低下させていった。本間家は
同様に多くの土地を失った秋
田県の池

いけ
田
だ
家，宮城県の斎

さい
藤
とう

家など東北地方のほかの大地
主とともに広大な邸

てい
宅
たく
が文化

財として保存され，往
おう
時
じ
の繁

栄を伝えている。

GHQはなぜ持株会社
を解体させようとし
たのだろうか？　そ
の持株会社がのちに
復活したのはなぜだ
ろうか？

三
　
日
本
帝
国
政
府
ハ
…
、
三み

つ
井い

本
社
、
安や

す
田だ

保ほ

善ぜ
ん
社し

ゃ
、

住す
み

友と
も

本
社
及
ビ
株
式
会
社
三み

つ

菱び
し

本
社
、
並な

ら
び

ニ
三
井
、
岩い

わ

崎さ
き

、
安
田
及
ビ
住
友
一
家
ノ
家
族
若も

し

ク
ハ
一
切
ノ
彼
等

ノ
代
行
者
ニ
ヨ
ル
一
切
ノ
動
産
若
ク
ハ
不
動
産
（
右
ニ

ハ
証
券
並
ニ
其
ノ
他
ノ
所
有
権
、
負ふ

債さ
い

又
ハ
支
配
権
ノ

証
拠
物
件
ヲ
含
ム
）
ノ
売
却
贈ぞ
う

与よ

譲じ
ょ
う

渡と

又
ハ
移
転
ヲ
禁

止
ス
ベ
シ
。

持
株
会
社
の
解
体
（「
持
株
会
社
ノ
解
体
ニ

関
ス
ル
覚
書
」
抜
粋
、
一
九
四
五
年
）

史
料

持
株
会
社
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
独
占
禁
止

法
の
制
定
以
来
、
…
そ
の
設
立
・
転
化
が
全
面
的
に
禁

止
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
…
経
済
界
を
中
心
に
こ
れ

ま
で
数
次
に
わ
た
り
そ
の
規
制
を
緩か
ん

和わ

す
べ
き
と
の
要よ

う

請せ
い

が
行
わ
れ
て
き
た
ほ
か
、
最
近
に
お
い
て
は
、
企
業

活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
我
が
国
経
済
に
お
け
る
産
業

の
空く
う

洞ど
う

化
の
懸け

念ね
ん

と
い
っ
た
内
外
の
諸
情
勢
の
変
化
を

背
景
と
し
て
、
規
制
緩
和
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
規
制

の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
た
。

独
占
禁
止
法
改
正
の
経
緯

（「
平
成
八
年
度
公
正
取
引
委
員
会
年
次
報
告
」）

史
料
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第5章 現代の日本の課題の探究

主題を設定する 
―１．江戸時代の火山災害

　Aさんや Bさんは，近年，日本で大きな災害が
続いていることに関心をもった。そして日本史の学
習を通じて，歴史上も地震や噴

ふん
火
か
などがくり返しお

きたことを知った。そこで教科書にも載っている江
え

戸
ど
時代の天

てん
明
めい
期におこった浅

あさ
間
ま
山
やま
の噴火を題材に，

次のような問いを設定して探究することにした。
　Aさんのテーマ
　大きな災害がおこると社会や人々の暮らしは多大な影響を
うけ，復興にもさまざまな課題がある。歴史の中ではどのよ

うな災害があり，人々はどのように復旧・復興を進めたのだ
ろう？

　Bさんのテーマ
　マスメディアやインターネット，SNSが発達した現代では，
災害に関する情報が飛び交う。正確な情報だけでなく誤った
情報も広がることもある。昔は災害についてどのような情報
があり，人々はそれをどのようにして集め，伝えたのだろう？

問い  人々は災害とどのように向き合ってきたのか
関連するテーマ：①社会や集団と個人

資料を集め，仮説を立てる

浅間山天明大噴火の概要
　浅間山は長野県と群馬県の境

さかい
に位置する。歴史

上，しばしば噴火をくり返していたが，江戸時代の
1783（天明 3）年におきた噴火は最大規模のもの
である。噴火は 4月 7日（旧暦。以下同じ）には
じまり，7月 6 日から 8日にかけて最

さい
高
こう
潮
ちょう
をむか

えた。134 ページ図 1は 7月 7日のようすを山の

（→ p.134）

主題に関する資料を集めよう。

・�図書館やインターネットで関係する文献や記事，資料
集などを検索してみよう。

・�博物館・資料館では，地元の歴史に関する資料を収集・
保管していることが多い。学芸員などに助言をもらう
のもよいだろう。

・�過去の災害については，さまざまな団体が調査・研究
成果をまとめ，公表している場合がある。石

せき

碑
ひ

や供
く

養
よう

塔
とう

などが建てられていたり，伝
でん

承
しょう

が残されたりしてい
る地域もある。現地調査もしてみよう。

身近な地域や身の回りのできごと，最近のニュースなど
から，題材を探そう。その際には以下のようなテーマか
らアプローチしてみよう。

①�社会や集団と個人：ある事件が社会にあたえた影響や，
人々がそのなかでどのように考え行動していたかを探
る。

②�世界の中の日本：身近な地域の歴史が，アジアや世界
の歴史とどのように結びついていたのかを探る。

③�伝統や文化の継承と創造：身の回りでおこなわれてい
る祭礼・行事などの歴史を調べ，どのように受け継が
れてきたのか，どのように変容してきたのかを探る。
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　これまで学んできたことがらをふまえ，現代の課題の背景となる歴史について，さまざまな資料を活用しながら探究して
みよう。また，その成果をまとめ，クラスで発表したり，議論したりしてみよう。

１ 浅間山と関東地方
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